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は
じ
め
に

　

天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
七
月
の
井
上
氏
一
族
の
誅
伐
は
、
戦
国

期
毛
利
氏
権
力
に
お
い
て
重
要
な
画
期
の
一
つ
で
あ
る
。
官
僚
制
機
構

の
問
題
で
は
、
松
浦
義
則
、
加
藤
益
幹
両
氏
が
こ
の
年
の
一
二
月
か
ら
、

毛
利
元
就
、
隆
元
そ
れ
ぞ
れ
の
奉
行
人
か
ら
な
る
五
人
奉
行
制
の
成
立

を
説
い
て
お
り
、
井
上
氏
一
族
誅
伐
後
に
奉
行
人
制
が
整
っ
て
い
く
と

さ
れ
る（

１
）。

一
方
で
、
こ
れ
よ
り
以
前
の
毛
利
氏
権
力
を
構
成
し
て
い
た

奉
行
人
な
ど
の
家
臣
の
動
向
は
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
、
不
明
確
な
部

分
が
多
い
。

　

し
か
し
史
料
的
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
天
文
一
九
年
以
前
の
毛
利
氏

権
力
を
構
成
し
て
い
た
家
臣
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
毛
利
領
国

拡
大
以
前
の
毛
利
氏
権
力
の
一
側
面
を
解
明
す
る
重
要
な
作
業
と
い
え

よ
う
。
以
下
、
先
行
研
究
を
整
理
し
、
本
稿
に
お
け
る
課
題
を
示
す
。

毛
利
氏
執
権
制
の
再
検
討

水
　
　
野
　
　
椋
　
　
太

　

ま
ず
河
合
正
治
氏
は
、
惣
領
家
と
庶
子
家
と
の
内
部
構
造
に
質
的
変

化
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
応
仁
・
文
明
の
頃
と
し
、
こ
の
頃
か
ら

「
譜
代
（
近
臣
）
の
組
織
が
整
い
、
こ
の
譜
代
の
力
に
よ
っ
て
庶
家
が

押
え
ら
れ
」た
と
指
摘
す
る（

２
）。

続
い
て
こ
の
河
合
氏
の
指
摘
に
対
し
て
、

批
判
的
に
検
討
を
お
こ
な
っ
た
の
が
、
松
岡
久
人
氏
で
あ
る（

３
）。

松
岡
氏

は
、
河
合
氏
の
指
摘
す
る
質
的
変
化
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
説

明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
、
毛
利
氏
の
権
力
結
集
は
「
坂
広
秋
・
広

明
二
代
に
わ
た
る
執
権
就
任
で
あ
り
、
福
原
氏
の
重
用
」
と
い
う
形
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

　

右
の
河
合
、
松
岡
両
氏
の
研
究
の
の
ち
、
庶
子
家
に
注
目
す
る
と
い

う
両
氏
の
議
論
を
批
判
的
に
継
承
す
る
形
で
「
執
権
」
に
着
目
し
た
の

が
、
松
浦
義
則
氏
で
あ
る（

４
）。

松
浦
氏
は
、「
庶
子
家
は
単
に
地
位
が
低

下
し
、譜
代
家
臣
な
み
に
な
る
と
い
う
理
解
は
再
考
」が
必
要
と
し
、「
変

質
す
る
「
一
家
中
」
の
な
か
で
庶
子
家
が
果
た
し
た
独
自
の
役
割
」
の
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で
あ
る
。
そ
し
て
、
枠
組
み
そ
の
も
の
の
再
検
討
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
毛
利
氏
権
力
に
お
け
る
「
執
権
」
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て

捉
え
ら
れ
、
そ
の
活
動
は
ど
の
段
階
で
み
ら
れ
な
く
な
る
の
か
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
、
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
二
点
の
課
題
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、「
家
中
」
成
立
以
前

に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
執
権
制
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
応
仁
・
文
明
年

間
以
降
、
天
文
一
〇
年
代
頃
ま
で
の
毛
利
氏
権
力
の
構
造
、
及
び
そ
の

史
的
展
開
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
章　

松
浦
説
の
再
検
討

　

戦
国
期
の
毛
利
氏
関
係
史
料
上
、「
執
権
」の
語
が
確
認
で
き
る
の
は
、

毛
利
元
就
自
筆
書
状
の
み
で
あ
る（

７
）。「

月（
毛
利
豊
元
）

江
代
ニ
ハ
坂
古
下
総
守
、

悦（
毛
利
弘
元
）

叟
代
ハ
同
子
之
下
総
守
、
弘
元
興
元
両
代
か
け
候
、
其
後
上
野
、
興

元
幸
松
殿
元
就
代
か
け
候
て
、
執
権
仕
来
事
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
毛

利
豊
元
の
代
か
ら
元
就
の
代
に
か
け
て
、
坂
氏
と
「
上
野
」
＝
志
道
広

良
が
「
執
権
仕
来
」
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
、「
執
権
」
が
、

職
制
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
は
っ
き
り
と
し
な
い
。
あ

く
ま
で
も
、「
執
権
」
と
は
元
就
の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、「
執

権
」
が
史
料
上
、
確
認
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
職
制
が

当
該
期
の
毛
利
氏
権
力
に
存
在
し
た
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い（

８
）。

　

そ
れ
で
は
「
執
権
」
が
、
元
就
自
筆
書
状
に
お
い
て
の
み
確
認
で
き

る
こ
と
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
、
松
浦
氏
は
「
執
権
」
の
性
格
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
次
の
二

検
討
を
お
こ
な
い
、
執
権
制
を
論
じ
た
。

　

松
浦
氏
の
議
論
の
特
徴
は
、
執
権
制
を
論
じ
る
な
か
で
、
家
産
制
的

身
分
秩
序
の
変
化
に
着
目
し
、「
家
中
」
の
成
立
を
見
通
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
元
中
小
国
人
の
井
上
氏
一
族
の
よ
う
な
譜
代
家

臣
で
は
な
い
者
が
、
毛
利
氏
の
「
家
」
に
包
摂
さ
れ
た
こ
と
、
給
所
が

宛
行
状
を
伴
う
形
で
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で（
５
）、従

来
の
家
産
制
的
身
分
秩
序
が
崩
れ
、そ
の
秩
序
の
下
で
成
り
立
っ

て
い
た
執
権
制
は
廃
止
、そ
し
て
家
臣
の
一
揆
的
結
合
に
よ
る
「
家
中
」

の
成
立
を
説
く
。

　

右
に
み
た
先
行
研
究
で
は
、
庶
子
家
が
毛
利
惣
領
家
内
部
に
包
摂
さ

れ
た
こ
と
や
庶
子
家
の
坂
氏
、
志
道
広
良
の
「
執
権
」
就
任
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
応
仁
・
文
明
年
間
以
降
の
毛
利
氏
権
力
の

考
察
に
際
し
、
庶
子
家
の
動
向
が
鍵
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
河
合
、
松
岡
両
氏
は
、
坂
氏
や
志
道
広
良
の
「
執
権
」

就
任
の
事
実
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
庶
子
家
の
惣
領
家
へ

の
具
体
的
な
参
入
過
程
に
つ
い
て
、
当
該
期
の
政
治
状
況
を
ふ
ま
え
た

検
討
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る（

６
）。

し
た
が
っ
て
、
毛
利
氏
と

の
関
係
が
み
え
る
上
級
権
力
や
近
隣
国
人
の
動
向
と
庶
子
家
の
毛
利

「
家
中
」
へ
の
参
入
過
程
を
併
せ
て
考
察
す
る
と
い
う
作
業
を
通
じ
て
、

先
行
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
き
た
「
執
権
」
の
役
割
や
毛
利
「
家

中
」
の
拡
大
と
い
っ
た
論
点
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、「
執
権
」
に
着
目
し
、
執
権
制
と
し
て
論
じ
た
松
浦
氏
が
依

拠
し
た
史
料
の
一
部
は
、後
述
す
る
よ
う
に
年
次
比
定
を
誤
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
執
権
制
そ
の
も
の
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
再
検
討
が
必
要
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猶
志
道
上（

広
良
）

野
介
方
可
レ
被
レ
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
房 

判

　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
備
前
守
殿 

進
之
候（

（1
（

�

（
傍
線
部
は
筆
者
、以
下
同
）

　

松
浦
氏
に
よ
る
と
、
①
の
史
料
は
惣
領
へ
の
披
露
が
惣
領
家
譜
代
家

臣
（
粟
屋
氏
）
よ
り
直
接
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
②
の
史
料
は

庶
子
元
就
へ
は
惣
領
家
譜
代
家
臣
か
ら
の
伝
達
で
は
「
礼
」
を
失
す
る

た
め
、傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、「
執
権
」志
道
広
良
を
通
し
た
と
す
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
松
浦
氏
は
①
と
②
の
史
料
を
永
正
一
四

年
（
一
五
一
七
）
に
発
給
さ
れ
た
文
書
と
し
て
年
次
比
定
を
お
こ
な
っ

て
い
る
も
の
の
、同
時
期
に
し
て
は
、発
給
月
日
や
書
面
内
容
が
異
な
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
②
の
史
料
と
同
日
付
の
井
上
元
貞
宛
て
陶

興
房
書
状
は
、『
萩
藩
閥
閲
録
』
に
お
い
て
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）

に
年
次
比
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
再
考
の
余
地
が
あ
る（

（1
（

。

　

そ
こ
で
②
の
史
料
に
注
目
す
る
と
、「
御
現
形
」
の
語
が
確
認
で
き
、

こ
れ
を
大
永
五
年
の
も
の
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
年
に
毛
利
氏

は
、
尼
子
方
か
ら
大
内
方
へ
転
向
す
る
の
で
あ
り（

（1
（

、
こ
の
行
動
が
「
御

現
形
」
の
語
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
②
の
史
料

は
永
正
一
四
年
で
は
な
く
、
大
永
五
年
に
年
次
比
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
り
、
大
永
五
年
と
位
置
づ
け
た
場
合
、
既
に
元
就
は
毛
利

氏
の
家
督
を
継
承
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
志
道
広
良
は
元
就
の
述
べ
る

「
執
権
」の
立
場
に
あ
り
、彼
の
名
が
み
え
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

松
浦
氏
は
、
①
と
②
の
史
料
を
永
正
一
四
年
と
し
、
②
の
史
料
は
庶
子

元
就
へ
は
惣
領
家
譜
代
家
臣
か
ら
の
伝
達
で
は
「
礼
」
を
失
す
る
の
で

「
執
権
」
志
道
広
良
を
通
し
た
と
説
明
す
る
も
の
の
、年
次
比
定
を
誤
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

点
に
集
約
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る（

９
）。

Ⅰ�
執
権
は
惣
領
が
「
家
」
に
対
し
て
持
つ
行
政
的
、
統
治
権
的
支

配
に
あ
た
る
が
、「
家
」
に
含
ま
れ
る
惣
領
―
譜
代
家
臣
の
家

父
長
的
家
産
制
支
配
秩
序
に
は
関
与
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と

Ⅱ�

「
家
」
に
含
ま
れ
る
惣
領
―
親
類
・
近
隣
国
人
の
支
配
秩
序
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

　

右
の
二
点
か
ら
「
執
権
」
は
、「
惣
領
の
行
政
的
・
統
治
権
的
支
配
と
、

「
家
」
内
に
含
ま
れ
る
「
一
家
中
」
的
身
分
秩
序
に
か
か
わ
っ
て
機
能
」

し
た
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
松
浦
氏
の
説
く
執
権
制
と
は
、
家
父

長
的
家
産
制
支
配
秩
序
や
「
一
家
中
」
的
身
分
秩
序
と
い
う
言
葉
に
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
毛
利
氏
権
力
内
部
に
お
け
る
身
分
秩
序
を

重
視
す
る
説
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
身
分
秩
序
を
重
視
す
る
姿
勢

は
、
松
浦
氏
の
史
料
解
釈
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
以
下
、
松
浦
氏
が

「
執
権
」固
有
の
役
割
を
指
摘
し
た
史
料
に
つ
い
て
、検
討
し
て
み
た
い
。

　

①�

就
二
幸（

毛
利
幸
松
丸
）

松
殿
御
出
陣
之
儀
一
、
度
々
令
レ
申
候
処
、
御
同
前
示
預
候

条
最
目
出
候
、
然
上
者
各
有
二
御
相
談
一
、
別
而
御
馳
走
肝
要
候
、

既
切
々
相
働
砌
候
条
、
御
忠
節
斯
時
候
、
委
細
見
才
ニ
申
候
間
閣

筆
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　

四
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

興（
陶
）房 

判

　
　
　
　
　
　
　

粟
屋
備（

元
秀
）

前
守
殿 

進
之
候（

（1
（

　

②�

今
度
少（

毛
利
元
就
）

輔
次
郎
殿
、
以
二
無
二
之
儀
一
御
現
形
候
、
併
各
入
魂
所
レ

致
候
、
既
馳
上
事
候
之
条
、
最
前
遂
二
面
談
一
可
二
申
承
一
候
、
仍

以
二
奉
書
一
申
候
、
弥
御
忠
節
此
時
候
、
委
細
又
直
令
レ
啓
候
之
趣
、
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た
よ
う
に
、
当
該
期
の
毛
利
氏
を
取
り
巻
く
、
上
級
権
力
・
近
隣
国
人

の
動
向
を
併
せ
て
考
察
し
、
庶
子
家
の
毛
利
「
家
中
」
へ
の
参
入
過
程

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
二
章　

�

応
仁
・
文
明
年
間
か
ら
永
正
年
間
に
お
け
る

毛
利
氏
権
力

第
一
節　

各
庶
子
家
の
動
向

　

毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家
が
対
立
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
庶
子
家
の
な
か
で
も
、
麻
原
氏
と
坂
氏
は
毛
利
氏
の
命

に
従
わ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
寛
正
七
年
（
一
四
六
六
）
三

月
の
毛
利
豊
元
雑
掌
申
状
に
は
「
最
前
大
和
在
陣
時
、
御
切
堪
依
レ�

◦被
レ
加
、一
族
麻
原
三
郎
、坂
太
郎
右
衛
門
尉
、多
武
峯
落
居
以
後
罷
上
、

属
二
熙
元
一
畢
」
と
あ
り
、
豊
元
の
父
毛
利
熙
元
が
幕
府
の
命
を
受
け
、

大
和
に
出
陣
し
た
際
、「
御
切
堪
」
を
加
え
た
こ
と
で
、
麻
原
三
郎
と

坂
太
郎
右
衛
門
尉
を
出
陣
さ
せ
る
に
至
っ
た（

（1
（

。
つ
ま
り
、
麻
原
・
坂
両

氏
の
出
陣
が
容
易
に
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
様
子
が
わ
か
る
。
そ
し
て

麻
原
氏
は
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
毛
利
豊
元
に
よ
っ
て
罪
科
に

処
さ
れ
た（

（1
（

。
以
下
で
は
、
こ
の
の
ち
の
庶
子
家
の
動
向
に
つ
い
て
考
察

を
お
こ
な
い
た
い
。

（
一
）
福
原
氏
の
動
向

　

毛
利
惣
領
家
と
の
関
係
の
深
い
庶
子
家
も
存
在
し
、
そ
れ
が
福
原
氏

で
あ
っ
た
。
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）、
小
法
師
（
毛
利
熙
元
）、
庵

て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
は
説
明
し
難
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
①
の
史
料
で
、
惣
領
へ
の
披
露
が
惣
領
家
譜
代
家
臣
よ
り

直
接
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
と
し
た
点
に
つ
い
て
も
、
松
浦
氏
が

①
の
史
料
と
同
時
期
と
し
た
②
の
史
料
は
既
に
、
毛
利
氏
の
家
督
を
継

承
し
た
元
就
で
あ
る
の
で
、
惣
領
へ
の
伝
達
ル
ー
ト
と
し
て
「
執
権
」

を
介
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、「
礼
」
の
視

点
か
ら「
執
権
」固
有
の
役
割
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
松
浦
氏
は
「
礼
」
の
視
点
や
身
分
秩
序
と
い
っ
た
部
分

を
重
視
す
る
も
の
の
、
史
料
に
み
え
る
「
執
権
」
の
実
態
と
松
浦
氏
の

述
べ
る
執
権
制
と
の
間
に
は
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
ふ
ま

え
る
な
ら
ば
、「
礼
」
の
視
点
や
身
分
秩
序
に
注
目
し
、「
執
権
」
を
考

察
す
る
の
で
は
な
く
、
史
料
上
ど
の
よ
う
な
局
面
に
坂
氏
や
志
道
広
良

の
存
在
が
確
認
で
き
、
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
と
い
う
具
体
的
な

動
向
か
ら
「
執
権
」
の
活
動
を
捉
え
、
当
該
期
の
毛
利
氏
権
力
の
な
か

に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る（

（1
（

。

　

ま
た
松
浦
氏
は
、「
執
権
に
は
庶
子
家
が
就
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
」

な
い
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
一
方
で
な
ぜ
庶
子
家
、
そ
の
な
か
で
も
坂
、
志
道

氏
が
「
執
権
」
と
さ
れ
る
の
か
、
こ
の
点
を
考
察
す
る
こ
と
も
、
や
は

り
当
該
期
の
毛
利
氏
権
力
の
構
造
や
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要

と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
次
章
で
は
、
庶
子
家
の
な
か
で
も
残
存
史
料
の
多
い
福
原
氏

を
加
え
、
庶
子
家
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
が
ち
な
福
原
、
坂
、
志
道
各

氏
の
動
向
を
個
々
に
み
て
い
く
こ
と
で
、
各
々
が
果
た
し
て
い
た
役
割

や
性
格
の
差
異
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
際
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
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そ
う
し
た
な
か
、西
軍
方
と
し
て
京
都
で
活
動
し
て
い
た
大
内
政
弘
は
、

安
芸
国
の
東
軍
方
勢
力
を
制
圧
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

毛
利
氏
の
西
軍
方
へ
の
転
向
を
企
図
し（

（2
（

、
そ
の
結
果
、
毛
利
氏
の
西
軍

方
転
向
は
、
福
原
氏
を
介
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
。

　
　
　
　
　
「（
墨

（
端
裏
切
封
）

引
）」

雖
下
未
二
申
通
一
候
上
以
レ
次
令
レ
啓
候
、
抑
毛（

豊
元
）利

殿
御
事
、
以
二
御

取
合
一
当（

大
内
氏
）家

御
一
味
自
他
肝
要
候
、
①

今
度
色
々
御
芳
志
之
次
第
、

坂
殿
・
堀
殿
よ
り
承
候
間
、
具
京
都
へ
注
進
仕
候
、
左（

大
内
政
弘
）

京
大
夫

可
レ
致
二
御
礼
一
候
、
②

余
難
レ
謝
御
志
候
之
間
、
先
当
郡
内
一
所

可
二
進
置
一
候
之
由
、
坂
殿
申
入
候
、
已
後
者
雖
下
無
二
差
儀
一
候
上
、

細
々
可
二
申
入
一
候
、
又
蒙
レ
仰
候
者
本
望
候
、
当
郡
弓
箭
事
、
落

居
不
レ
可
レ
有
二
幾
程
一
候
、
早
々
以
二
面
上
一
諸
篇
可
レ
得
二
御
意
一

心
中
候
、
毎
事
期
二
後
信
一
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

壬
（
文
明
三
年
）八

月
六
日　
　
　
　
　
　

行
房
（
花
押
）

　
　
　

福（
広
俊
）原

殿
御
陣
所

　
　

　
　

「（
折
紙
ウ
ハ
書
）

　
　
　

安
富
左
衛
門
大
夫

　
　
　
　
　

福
原
殿

御
陣
所　

 

行
房（

（2
（

」

　

傍
線
部
①
か
ら
、
福
原
氏
の
大
内
氏
に
対
す
る
「
色
々
御
芳
志
」
を

坂
氏
と
堀
（
保
利
）
氏
が
取
り
次
ぎ
、
東
西
条
代
官
の
安
富
行
房
に
伝

達
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
福
原
氏
の
本
拠
か
ら
、
東
西
条
に
至
る
間
に

は
、
坂
氏
や
志
芳
堀
天
野
氏
が
存
在
し
て
お
り
、
長
谷
川
博
史
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
に
よ
る
意
思
伝
達
は
、
地
理
的
条
件
に
よ
る
領

主
間
結
合
に
基
づ
く
部
分
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

室
（
福
原
広
世
）
と
「
御
一
家
」
す
な
わ
ち
他
の
庶
子
家
と
の
紛
争
が

あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
紛
争
に
お
い
て
、
福
原
氏
は
毛
利
惣
領
家
側
に
立
っ
て

お
り
、
他
の
庶
子
家
と
は
異
な
り
、
早
く
か
ら
毛
利
惣
領
家
と
の
結
び

つ
き
を
有
し
て
い
た
。
ま
た
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
に
は
、
毛
利
豊

元
と
福
原
広
俊
が
「
兄
弟
之
契
約
」
を
結
ぶ
関
係
と
な
り（

（1
（

、
後
述
す
る

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）、
毛
利
氏
の
東
軍
方
か
ら
西
軍
方
へ
の
転
向

を
主
導
し
た
の
は
、
福
原
氏
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家
は
麻
原
、
坂
両
氏
の
よ
う
に

対
立
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
福
原
氏
の
よ
う
に
協
調
関
係
に
あ
っ

た
庶
子
家
も
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家
の
関
係
が

大
き
く
変
化
し
て
い
く
の
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
応
仁
・
文
明
年
間
頃
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

呉
座
勇
一
氏
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
勃
発
に
伴
い
、「
本
国
＝
地

方
と
京
都
＝
中
央
で
の
戦
闘
を
同
時
に
遂
行
す
る
た
め
、国
人
の
「
家
」

に
お
い
て
被
官
層
へ
の
委
任
傾
向
が
強
ま
っ
た
」
と
し
、「
当
主
と
家

臣
団
の
二
重
構
造
に
基
づ
く
領
主
組
織
た
る
「
家
中
」
が
成
立
」
し
た

と
指
摘
す
る（

（2
（

。
久
留
島
典
子
氏
が
指
摘
し
た
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）

の
益
田
氏
と
三
隅
氏
と
の
協
約
を
呉
座
氏
は
、「
重
層
従
者
た
る
被
官

層
が
明
確
に
「
家
中
」
の
内
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
」
す

る
も
の
と
す
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
は
各
地
の
国
人
の
権
力

構
造
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
そ
れ
で
は
、
毛
利
氏
の

場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　

毛
利
氏
は
乱
勃
発
当
初
、
東
軍
方
と
し
て
行
動
し
て
お
り
、
こ
の
時
、

毛
利
豊
元
は
京
都
へ
出
陣
し
、福
原
広
俊
は
安
芸
国
に
在
国
し
て
い
た
。
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（
二
）　

坂
氏
・
志
道
氏
の
動
向

　

第
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、坂
氏
は
毛
利
豊
元
の
代
か
ら
「
執
権
」

を
務
め
て
い
た
と
さ
れ
る
。

豊
元
御
事
、
無
二
是
非
一
次
第
候
、
仍
為
二
御
吊
一
、
従
二
山
口
一

被
レ
進
二
使
僧
一
候
、
御
愁
歎
察
存
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

七（
文
明
八
年
）

月
十
三
日　
　
　
　
　
　

行（
安
富
）房

（
花
押
）

　
　
　
　

兼
時
下
総
守
殿

　
　
　
　

飯
田
下
野
守
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

進
之
候（

（3
（

　

こ
の
史
料
は
、
毛
利
豊
元
の
死
去
に
際
し
て
、
大
内
氏
家
臣
安
富
行

房
が
送
付
し
た
弔
文
で
あ
る
。
宛
所
は
兼
時
下
総
守
と
毛
利
氏
譜
代
家

臣
の
飯
田
下
野
守
で
あ
り
、
こ
の
兼
時
下
総
守
は
「
坂
古
下
総
守
」
と

考
え
ら
れ（

（3
（

、
兼
時
下
総
守
の
実
名
は
広
正
、
兼
時
氏
は
坂
氏
の
こ
と
で

あ
る（

（3
（

。
注
目
す
べ
き
は
、
兼
時
下
総
守
が
譜
代
家
臣
の
飯
田
と
と
も
に

宛
所
に
み
え
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
文
明
八
年
頃
に
お
け
る

坂
氏
が
毛
利
「
家
中
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
実
際
こ
れ
よ
り
の
ち
に
、
毛
利
「
家
中
」
で
の
活
動
が

う
か
が
え
る（

（3
（

。
先
述
し
た
福
原
氏
が
同
時
期
、
毛
利
惣
領
家
に
対
す
る

自
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
坂
氏
と
福
原
氏
の

性
格
に
差
異
が
み
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
坂
氏
の
動
向
に
注
目
し
て
み
た
い
。（
明
応
四
年
）
八
月

九
日
付
元
治
書
状
案
并
某
書
状
案
は
、
毛
利
弘
元
と
坂
兵
部
少
輔
を
宛

所
と
す
る
書
状
で
あ
る（

（3
（

。
坂
兵
部
少
輔
宛
て
の
書
状
に
は
、「
猶
能
々

　

ま
た
、
傍
線
部
②
か
ら
、
大
内
氏
か
ら
福
原
氏
へ
の
給
地
宛
行
も
坂

氏
が
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、こ
の
時
期
の
福
原
、

坂
両
氏
は
、
毛
利
惣
領
家
を
介
さ
ず
に
、
大
内
氏
へ
意
思
伝
達
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
、
毛
利
惣
領
家
に
対
す
る
自
立
性
を
有
し
て
い

た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
福
原
氏
や
坂
氏
が
こ
の
時
期
、
明
確
に

毛
利
「
家
中
」
内
に
参
入
し
て
い
た
と
は
断
言
で
き
な
い
も
の
の
、
毛

利
惣
領
家
の
進
退
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ

ま
で
対
立
関
係
に
あ
っ
た
麻
原
氏
を
罪
科
に
処
し
た
こ
と
を
一
つ
の
契

機
と
し
て
、
毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家
の
関
係
は
、
毛
利
惣
領
家
が
優
位

な
形
へ
と
変
化
し
た
。
そ
の
こ
と
が
応
仁
・
文
明
の
乱
に
お
け
る
福
原

氏
と
坂
氏
の
行
動
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
の
ち
、
文
明
三
年
末
頃
に
は
、
福
原
氏
は
「
殊
毛
利
礼
部
被
レ

参
二
御
方
一
候
之
次
第
」
と
あ
る
よ
う
に
、
毛
利
氏
の
西
軍
方
転
向
の

功
労
を
大
内
政
弘
か
ら
直
接
賞
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
文
明
四
年

（
一
四
七
二
）
末
か
ら
同
五
年
初
頭
頃
に
は
、
備
後
国
守
護
代
の
宮
田

教
言
な
ど
か
ら
小
国
郷
の
地
頭
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
は
西
軍

方
の
山
名
政
豊
勢
力
と
東
軍
方
の
山
名
是
豊
勢
力
と
の
間
の
合
戦
に
際

し
、
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
福
原
氏
は
、
備
後
国
に
お

い
て
も
西
軍
方
よ
り
重
視
さ
れ
、
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一

連
の
備
後
国
で
の
合
戦
で
毛
利
氏
は
、
伊
多
岐
・
重
永
・
山
中
・
横
坂

要
害
の
権
益
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
小
国
郷
の
地
頭
分
は

含
ま
れ
て
い
な
い（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
福
原
氏
が
独
自
に
獲
得
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
や
は
り
こ
の
時
期
の
福
原
氏
は
、
毛
利
惣
領
家
に
対
す
る

自
立
性
を
有
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る（

（3
（

。
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志
道
氏
が
同
時
期
の
坂
氏
と
立
場
を
異
に
し
た
点
は
、
次
の
史
料
か
ら

も
う
か
が
え
る
。

於
二
今
度
備
後
一
山
内
討
二
太
刀
一
取
レ
頸
、
忠
節
無
二
比
類
一
之
条

尤
神
妙
之
至
候
、
猶
以
兵
部
少
輔
可
レ
申
候
、
謹
言
、

　
　

明
応
六
年

　
　
　
　

卯
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
元 

御
判

　
　
　
　
　

保
垣
右
衛
門
大
夫
殿（

（4
（

　

こ
の
感
状
は
、
前
述
し
た
備
後
山
名
氏
の
内
訌
に
伴
う
合
戦
に
お
い

て
、
毛
利
弘
元
が
保
垣
右
衛
門
大
夫
に
対
し
て
、
発
給
し
た
も
の
で
あ

り
、
同
日
付
の
ほ
ぼ
同
内
容
の
も
の
が
、
児
玉
左
衛
門
五
郎
に
も
与
え

ら
れ
て
い
る（

（4
（

。
保
垣
・
児
玉
氏
は
毛
利
氏
本
領
の
近
隣
の
中
小
国
人
で

あ
り
、
本
来
は
毛
利
氏
と
対
等
の
国
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い

の
は
、
傍
線
部
よ
り
兵
部
少
輔
＝
坂
元
有
が
感
状
の
伝
達
に
お
い
て
、

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（4
（

。
さ
ら
に
、「
福
永
家
文
書
」
の
中
に
、

明
応
七
年
一
〇
月
三
日
付
元
有
宛
行
状
が
あ
り（

（4
（

、
こ
れ
は
坂
元
有
の
宛

行
状
と
考
え
ら
れ
る
。
文
中
に
、「
西
山
中
い
そ
の
か
う
ち
之
内
行
守

名
・
殿
敷
名
両
名
之
年
貢
事
、
今
度
弓
矢
ニ
一
段
と
忠
節
候
間
、
扶
持

候
」
と
あ
り
、
備
後
山
名
氏
の
内
訌
に
伴
う
合
戦
に
際
し
、
年
貢
を
扶

持
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
文
明
か
ら
明
応
年
間

に
、
前
項
で
確
認
し
た
福
原
氏
や
坂
氏
か
ら
分
出
し
た
志
道
氏
は
、
大

内
氏
や
山
名
氏
か
ら
書
状
や
感
状
を
拝
領
す
る
と
い
っ
た
上
級
権
力
と

の
直
接
的
な
関
係
が
み
て
取
れ
る
。
一
方
で
、
坂
氏
は
毛
利
氏
の
発
給

す
る
感
状
の
伝
達
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
毛
利
惣
領
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
魂
之
指
南
被
レ
申
候
ハ
ゝ
、
肝
要
事
候
」
と
あ
り
、「
入
魂
之
指
南
」

を
坂
兵
部
少
輔
に
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
当
主
毛
利

弘
元
に
対
す
る
「
入
魂
之
指
南
」
を
坂
氏
に
要
請
し
て
お
り
、
当
該
期

の
坂
氏
が
外
部
か
ら
み
て
も
、
毛
利
「
家
中
」
に
お
い
て
、
重
要
な
立

場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
坂
兵
部
少
輔
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
坂

兵
部
少
輔
は
、兼
時
下
総
守
広
正
の
子
息
と
考
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、

の
ち
の
永
正
八
年
に
中

な
か
ご
お
り郡

衆
の
段
銭
負
担
を
誓
約
し
た
書
状
に
あ
ら
わ

れ
る
坂
下
総
守
と
同
人
物
と
み
ら
れ（

（3
（

、「
同
子
之
下
総
守
」
で
あ
ろ

う（
（3
（

。
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、「
壬
生
家
文
書
」
の
な

か
に
、
こ
の
坂
兵
部
少
輔
の
実
名
を
記
し
た
包
紙
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ

る
と
「
元
有
」
を
名
乗
っ
て
い
た
と
わ
か
る（

（3
（

。
こ
の
包
紙
の
年
次
は
明

応
六
年
（
一
四
九
七
）
で
あ
り
、
先
ほ
ど
の
（
明
応
四
年
）
八
月
九
日

付
元
治
書
状
案
并
某
書
状
案
に
み
え
る
坂
兵
部
少
輔
の
実
名
と
考
え
て

差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
父
に
当
た
る
と

考
え
ら
れ
る
兼
時
下
総
守
が
広
正
を
名
乗
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の

坂
兵
部
少
輔
は
「
元
有
」
を
名
乗
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
「
元
」
と
い
う
字
は
、
毛
利
弘
元
か
ら
の
偏
諱
で
あ
る
可
能
性
が

高
く
、坂
氏
と
毛
利
氏
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
事
例
と
い
え
る
。

　

一
方
、
坂
氏
よ
り
分
出
し
た
志
道
氏
に
つ
い
て
、
志
道
広
良
の
父
元

良
は
明
応
六
年
の
備
後
山
名
氏
の
内
訌
に
伴
う
合
戦
に
際
し
て
、
山
名

俊
豊
か
ら
感
状
を
拝
領
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
れ
よ
り
以
前
に
も
、
子
息
の
志

道
広
良
が
山
名
俊
豊
か
ら
書
状
を
拝
領
し
て
お
り
、
こ
の
頃
の
志
道
氏

は
毛
利
氏
に
対
す
る
自
立
性
を
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う（

（4
（

。
さ
ら
に
、
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ら
永
正
年
間
に
か
け
て
の
毛
利
惣
領
家
と
の
関
係
が
後
世
の
福
原
氏
か

ら
み
て
も
、
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
時
期
の
福

原
氏
の
具
体
的
な
動
向
が
う
か
が
え
る
史
料
は
少
な
く
、
こ
れ
以
上
の

推
測
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
先
述
の
文
書
が
伝
来
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
当
該
期
に
毛
利
惣
領
家
と
福
原
氏
と
の
関
係
の
深
化
を

想
定
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
次
の
史
料
か
ら
は
、
福
原
氏
と
志
道
氏
の
関
係
が
う
か
が
え

る
。　

�

就
二
条
々
儀
一
、
以
二
罰
文
一
承
候
、
尤
祝
着
候
、
多（

安
芸
国
）

治
比
動
之
時
、

無
二
御
出
張
一
之
儀
、
非
二
余
儀
別
心
一
之
事
、

一�

福
原
与
井
上
越
前
守
申
結
子
細
、
内
儀
左
近
丞
与
不
レ
被
二
相

談
一
之
由
、
承
候
事
、

一�

惣
而
対
二
我
々
親
子
一
、
不
レ
構
二
余
儀
緩
怠
一
、
已
後
尚
自
他
之

放
縁
者
近
付
、
任
二
弘（

毛
利
）元

親
子
之
儀
一
、
可
レ
有
二
忠
節
一
之
由
、

承
候
事
、

　

�

此
条
々
承
分
候
上
者
、
聊
於
二
我
一々
残
二
意
根
一
不
レ
可
レ
存
二

等
閑
一
候
、
此
旨
偽
候
者
、

八
幡
大
菩
薩
・
厳
島
両
大
明
神
・
祇
薗〔

園
〕牛

頭
天
王
可
レ
蒙
二
御
罰
一
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

治
部
少
輔

　

文
亀
二
年
八
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

 

弘
元
（
花
押
）

　

志
道
大（

広
良
）蔵

少
輔
殿（

（5
（

　

こ
の
史
料
は
、
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）、
毛
利
弘
元
か
ら
志
道
広

良
へ
与
え
ら
れ
た
起
請
文
で
あ
る
。
一
箇
条
目
の
傍
線
部
よ
り
、
福
原

（
貞
俊
）
と
井
上
越
前
守
の
間
で
の
「
申
結
」
に
際
し
、
そ
の
「
子
細
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
以
下
、
熊
野
山
宝
印
）

の
関
係
に
お
い
て
福
原
・
志
道
氏
と
坂
氏
の
差
異
を
示
す
も
の
と
い
え

よ
う
。

第
二
節　

�
福
原
・
志
道
氏
の
毛
利
「
家
中
」
へ
の
参
入
過
程

　

明
応
年
間
の
山
名
政
豊
・
俊
豊
父
子
に
よ
る
抗
争
は
、
備
後
守
護
山

名
氏
の
備
後
国
に
お
け
る
影
響
力
の
後
退
を
意
味
し
た（

（4
（

。こ
の
こ
と
は
、

山
名
氏
と
の
関
係
を
有
し
た
福
原
氏
や
志
道
氏
の
存
立
に
も
影
響
を
与

え
た
と
考
え
ら
れ
、
実
際
こ
れ
よ
り
の
ち
に
は
、
福
原
氏
や
志
道
氏
は

毛
利
惣
領
家
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
く
。ま
ず
福
原
氏
を
み
る
と
、

明
応
七
年
（
一
四
九
八
）
三
月
二
一
日
付
で
、
福
原
氏
と
毛
利
氏
の
譜

代
家
臣
で
あ
る
渡
辺
氏
と
の
間
に
盟
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
双
方
で
取

り
交
わ
さ
れ
た
起
請
文
の
内
容
に
関
し
て
、
福
原
氏
宛
て
の
起
請
文
に

は
、「
雖
レ
然
前
々
よ
り
一
篇
蒙
二
御
扶
持
一
度
存
候
」
と
あ
り
、
渡
辺

氏
側
か
ら
福
原
氏
に
働
き
か
け
た
結
果
、
起
請
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
た

の
で
あ
る（

（4
（

。
こ
れ
は
、
毛
利
氏
の
譜
代
家
臣
で
あ
る
渡
辺
氏
が
福
原
氏

の
「
御
扶
持
」
を
期
待
し
、
毛
利
「
家
中
」
に
お
け
る
影
響
力
を
高
め

よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

　

続
い
て
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
一
一
月
二
八
日
付
で
、
福
原
少
輔

次
郎
元
澄
は
左
近
丞
貞
俊
の
名
乗
り
を
毛
利
弘
元
よ
り
認
め
ら
れ
て
お

り（
（4
（

、
さ
ら
に
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
九
月
一
六
日
付
で
、
毛
利
興
元

に
よ
る
福
原
広
俊
の
福
原
家
家
督
相
続
承
認
が
確
認
で
き
る（

（4
（

。し
か
し
、

原
文
書
を
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
も
文
言
や
花
押
の
形
状
に
不
審
な
点

が
み
ら
れ
、こ
れ
ら
の
文
書
内
容
の
扱
い
に
は
注
意
を
要
す
る（

（5
（

。
但
し
、

仮
に
こ
の
よ
う
な
文
書
を
後
世
に
作
成
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
明
応
か
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を
取
り
交
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
明
応
か
ら
永
正
年
間
に
か
け
て
、
福
原
氏
や
志
道
氏
が

毛
利
惣
領
家
と
の
関
係
を
深
化
さ
せ
た
事
実
が
、史
料
上
垣
間
み
え
る
。

そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
先
述
の
山
名
政
豊
・
俊
豊
父
子
に
よ
る
抗
争

に
伴
う
、
山
名
氏
権
力
の
備
後
国
か
ら
の
後
退
が
想
定
で
き
よ
う
。
福

原
氏
と
志
道
氏
は
、
山
名
氏
か
ら
直
接
書
状
を
拝
領
し
て
お
り
、
こ
の

点
、
毛
利
惣
領
家
と
の
関
係
に
お
い
て
、
自
立
性
を
有
す
る
存
在
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
福
原
氏
と
志
道
氏
に
と
っ
て
上
級
権
力
で
あ
る

山
名
氏
権
力
の
後
退
は
、彼
ら
の
存
立
に
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
、

毛
利
惣
領
家
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。河
合
氏
は
、「
譜
代
の
力
に
よ
っ
て
庶
家
が
押
え
ら
れ
」

た
と
す
る
が（

（5
（

、
本
節
で
検
討
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
そ
の
よ
う
に

は
断
言
で
き
な
い
。
ま
た
、
柴
原
直
樹
氏
は
、
毛
利
氏
の
備
後
国
へ
の

進
出
は
、「
守
護
権
力
の
後
退
に
伴
う
国
内
の
混
乱
に
乗
じ
て
果
た
さ

れ
」
た
と
す
る（

（5
（

。
や
は
り
、
山
名
氏
権
力
の
備
後
国
か
ら
の
後
退
は
近

隣
国
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
当
該
期
の
毛
利
「
家
中
」
の
変
容
を
考
え
る
上
で
、
重
要

と
思
わ
れ
る
事
象
に
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
末
か
ら
の
大
内
義
興
の

上
洛
が
挙
げ
ら
れ
る
。
節
を
改
め
て
、
考
察
を
お
こ
な
い
た
い
。

第
三
節　

�

大
内
義
興
の
上
洛
と
安
芸
・
石
見
国
人
へ
の
影
響

　

大
内
義
興
の
上
洛
は
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
頃
か
ら
意
識
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
後
中
央
政
局
の
動
向
を
み
な
が
ら
、
実
際
に

上
洛
を
開
始
し
た
の
は
、
永
正
四
年
末
で
あ
っ
た（

（5
（

。
そ
の
際
、
安
芸
・

に
つ
い
て
、
志
道
広
良
は
左
近
丞
（
福
原
貞
俊
）
と
は
「
不
レ
被
二
相

談
一
」
と
の
こ
と
を
弘
元
が
承
知
し
た
と
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者

の
「
申
結
」
に
関
し
て
、
志
道
広
良
は
関
与
し
て
い
な
い
旨
の
弁
明
を

弘
元
に
対
し
、
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
知
り
得
な

い
も
の
の
、
こ
れ
に
先
立
つ
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
六
月
に
福
原
元

澄
が
井
上
越
前
守
に
対
し
、「
福
原
村
之
内
河
成
」
に
つ
い
て
「
廿
ケ

年
間
代
三
貫
文
売
申
」
し
て
お
り
、「
大
儀
大
役
な
と
」
の
時
を
除
き
、

「
役
等
」
の
負
担
を
免
除
さ
れ
て
い
た
事
実
が
み
え
る（

（5
（

。
こ
こ
か
ら
今

回
の
「
申
結
」
の
内
容
も
、
こ
の
「
福
原
村
之
内
河
成
」
に
関
係
す
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
箇
条
目
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度

事
実
を
反
映
し
た
も
の
か
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
内
容

が
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
当
事
者
の
福
原
氏
と
第
三
者
で
あ
る
志
道
広

良
と
の
間
に
お
け
る
結
び
つ
き
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
可
能
と
思
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
起
請
文
全
体
の
内
容
か
ら
は
、
弘
元
が
志
道
広
良
に
対
し
疑

念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
そ
の
よ
う
な
弘
元
の
疑
念
を
払

拭
す
る
た
め
に
、
広
良
が
弁
明
と
「
弘
元
親
子
」
へ
の
忠
節
を
表
明
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
起
請
文
の
内
容
か
ら
は
、
志
道

氏
の
毛
利
惣
領
家
と
の
関
係
に
お
け
る
自
立
性
が
う
か
が
え
る
一
方

で
、
弁
明
と
忠
節
を
表
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
毛
利
弘
元
の
疑
念
を
払

拭
し
よ
う
と
し
、
毛
利
惣
領
家
と
の
関
係
を
緊
密
に
し
よ
う
と
し
た
事

実
も
読
み
取
れ
る
。
明
応
年
間
に
お
け
る
志
道
氏
の
軍
事
面
で
の
活
動

を
み
て
も（

（5
（

、
毛
利
惣
領
家
側
に
と
っ
て
、
志
道
氏
と
の
関
係
を
緊
密
に

す
る
こ
と
に
は
、
利
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
起
請
文
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及
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
本
節
で
は
大
内
義
興
の
上
洛
の
影
響
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
の
も
と
、以
下
検
討
を
お
こ
な
う
。

　

大
内
義
興
の
上
洛
は
、
安
芸
・
石
見
の
国
人
に
と
っ
て
、
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
洛
の
影
響
を
考
え
る
上
で
、
示

唆
的
な
の
は
石
見
小
笠
原
氏
の
事
例
で
あ
る
。佐
伯
徳
哉
氏
に
よ
る
と
、

石
見
小
笠
原
氏
は
、
被
官
で
あ
る
井
原
氏
が
所
持
し
て
い
た
代
々
の
新

給
地
を
永
正
五
年
六
月
一
日
付
で
本
領
と
し
て
認
め
た（

（6
（

。
注
目
す
べ
き

は
、
こ
の
本
領
部
分
に
ま
で
「
分
銭
十
弐
貫
之
地
」
と
し
て
、
分
銭
高

表
示
を
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
は
井
原
氏
の
よ
う
な「
在

地
の
新
興
勢
力
を
、
軍
役
以
下
の
諸
役
の
体
系
の
な
か
に
強
力
に
捕
捉

し
よ
う
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
も
の
」と
指
摘
す
る（

（6
（

。
そ
の
上
で
、

な
ぜ
小
笠
原
権
力
が
井
原
氏
の
よ
う
な
在
地
の
上
層
農
民
層
を
権
力
の

末
端
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
大
内
義
興
の
上
洛

に
随
伴
す
る
た
め
の
「
人
的
・
物
的
な
基
盤
を
急
い
で
整
え
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
る（

（6
（

。
つ
ま
り
、
大
内
義
興
の
上
洛
は
、
国
人

の
権
力
構
造
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
毛
利
氏
の
事
例
を
検
討
し
た
い
。

備
後
国
津
田
郡
之
内
是
弘
名
・
行
連
名
・
中
村
名
・
宗
末
名
・
祷

物
屋
・
法
泉
名
、
合
六
名
為
二
給
所
一
宛
二

–

行
之
一
者
也
、
相
当
之

所
役
等
無
二
々
沙
汰
一
可
レ
勤
候
、
仍
所
レ
定
状
如
レ
件
、

　
　

永
正
五
年
十
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

興
元 

御
判

　
　
　
　
　

渡
邊
七
郎
右
衛
門
尉
殿（

（6
（

　

毛
利
氏
に
お
け
る
給
所
宛
行
状
の
初
見
は
、
右
に
示
し
た
史
料
と
さ

れ
る
。
永
正
五
年
一
〇
月
一
〇
日
付
で
、
給
所
宛
行
の
対
象
地
は
備
後

石
見
の
国
人
の
多
く
が
大
内
氏
に
随
伴
し
、
上
洛
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、永
正
八
年（
一
五
一
一
）

末
ま
で
に
は
、「
闕
落
」
す
る
者
が
現
れ
、
毛
利
氏
も
そ
の
一
氏
で
あ
っ

た（
（5
（

。

　

以
上
の
政
治
状
況
の
な
か
、
こ
の
時
期
の
毛
利
氏
権
力
を
考
察
す
る

上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
、
松
浦
氏
が
指
摘
す
る
給
所
宛
行
状
の

成
立
の
問
題
が
あ
る（

（5
（

。
そ
の
な
か
で
、
松
浦
氏
は
給
所
宛
行
状
の
対
象

地
に
つ
い
て
、
一
つ
は
毛
利
氏
権
力
が
貫
徹
し
得
な
い
地
域
、
す
な
わ

ち
毛
利
氏
の
本
拠
地
以
外
の
所
領
に
お
い
て
成
立
す
る
と
指
摘
す
る
。

そ
れ
は
家
臣
が
そ
の
給
所
を
将
来
に
渡
っ
て
保
持
す
る
た
め
、
給
与
さ

れ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
文
書
を
必
要
と
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
毛
利
氏
本
拠
地
内
に
お
け
る
庶
子
旧
領
を

対
象
と
し
て
、
在
地
の
支
配
秩
序
の
変
化
を
契
機
と
し
て
成
立
す
る
と

さ
れ
る
。

　

村
井
良
介
氏
も
天
文
年
間
以
降
の
毛
利
氏
に
よ
る
宛
行
状
を
分
析
す

る
な
か
で
、
新
征
服
地
に
お
い
て
は
、
毛
利
氏
が
権
利
関
係
を
十
分
に

把
握
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
給
人
側
が
権
利
を
証
明
す
る
文
書

の
発
給
を
望
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
。
や
は
り
、
家
臣
（
給
人
）

側
か
ら
す
る
と
、
新
し
く
給
所
を
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
給
所

が
遠
隔
地
所
領
の
場
合
、
安
定
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
毛
利
氏
権

力
に
よ
る
保
証
を
明
確
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。

　

一
方
で
松
浦
氏
の
見
解
を
み
る
と
、
給
所
宛
行
状
が
ど
の
よ
う
な
給

所
を
対
象
と
し
て
成
立
す
る
の
か
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
な
ぜ

永
正
年
間
に
給
所
宛
行
状
が
成
立
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
言
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高
橋
元
光
書
状
に
、「
同
名
・
被
官
人
等
、
如
二
先
一々
御
契
約
之
儀
、

以
二
判
形
一
雖
二
申
合
候
一
、只
今
無
二
在
洛
一
候
之
間
」
と
あ
り
、「
同
名
・

被
官
人
等
」
が
在
洛
し
て
い
な
い
た
め
に
起
請
文
に
今
回
署
判
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
例
に
関
し
て
、
呉
座
氏
は
「
本
領
の

支
配
に
不
安
を
感
じ
、
両
氏
間
で
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
定
め
た
一

揆
契
約
を
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る（

（6
（

。
つ
ま
り
国
人
と
そ
の

家
臣
ら
に
と
っ
て
、
上
洛
し
、
自
ら
の
本
領
を
離
れ
る
事
態
は
、
大
き

な
不
安
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
松
浦
氏
は
、
給
所
宛
行
状
の
成
立
以
前
に
は
、
口
頭
で
の
や
り

取
り
で
の
宛
行
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
当
主
で
あ
る
興

元
が
上
洛
に
伴
っ
て
本
領
に
不
在
と
い
う
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

口
頭
で
の
や
り
取
り
で
は
、
宛
行
履
行
を
確
実
な
も
の
と
す
る
に
は
不

安
が
つ
き
ま
と
う
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
遠
隔
地
所
領
の
よ

う
な
給
所
な
ら
ば
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
「
給
所
」
文
言
を
記
載
し
た
宛

行
状
を
発
給
し
、
当
主
―
家
臣
間
の
関
係
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
よ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
給
所
宛
行
状
は
、
家
臣
側
か
ら
す

る
と
、
給
所
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
証
と
し
て
機
能
し
、

当
主
側
か
ら
み
れ
ば
、
給
所
宛
行
に
付
随
す
る
形
で
の
諸
役
負
担
を
明

確
化
す
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（6
（

。

　

そ
し
て
、
毛
利
氏
が
京
都
か
ら
「
闕
落
」
し
、
安
芸
国
へ
帰
国
し
た

の
ち
の
永
正
八
年
一
〇
月
、
中
郡
衆
と
呼
ば
れ
る
近
隣
中
小
国
人
が
役

銭
負
担
を
誓
約
し
、
毛
利
氏
と
主
従
関
係
を
結
ぶ（

（6
（

。
こ
の
う
ち
坂
下
総

守
宛
て
の
書
状
に
は
、
毛
利
氏
が
「
京
関
東
御
役
」、「
御
在
京
・
御
在

国
内
で
あ
り
、毛
利
氏
の
本
拠
吉
田
か
ら
離
れ
た
遠
隔
地
所
領
で
あ
る
。

宛
行
状
の
文
中
に
は
、「
相
当
之
所
役
無
二
々
沙
汰
一
可
レ
勤
候
」
と
い

う
記
述
が
み
え
る
。
こ
れ
は
、
給
所
に
伴
う
所
（
諸
）
役
を
滞
り
な
く

果
た
す
よ
う
に
と
の
意
で
あ
り
、
給
所
を
宛
行
う
か
ら
に
は
、
当
然
な

が
ら
諸
役
負
担
も
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
当
該
期

の
石
見
小
笠
原
氏
が
上
洛
の
た
め
に
人
的
・
物
的
な
基
盤
を
整
え
よ
う

と
し
て
い
た
事
実
と
永
正
五
年
一
〇
月
一
〇
日
と
い
う
発
給
年
月
日
を

考
慮
す
る
な
ら
ば
、
上
洛
に
伴
う
費
用
捻
出
が
当
該
期
の
毛
利
氏
に

と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
毛
利
氏
（
当
主
）
側
は
、
諸
役
負
担
の
履
行
を
明
確
化
さ
せ

る
た
め
、
こ
の
給
所
宛
行
状
の
作
成
に
踏
み
切
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
た
が
っ
て
給
所
宛
行
状
の
成
立
は
、
松
浦
氏
の
指
摘
す
る
家

臣
側
の
要
求
の
み
だ
け
で
は
な
く
、
当
主
側
の
論
理
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
毛
利
氏
は
こ
の
の
ち
、
上
洛
中
の
家

臣
の
功
績
を
調
査
し
、
諸
役
の
免
除
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る（

（6
（

。
こ
の

う
ち
免
除
が
認
め
ら
れ
る
家
臣
が
存
在
し
た
一
方
で
、
上
洛
せ
ず
軍
役

を
果
た
さ
な
か
っ
た
家
臣
に
は
、
諸
役
負
担
が
強
い
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
、
や
は
り
上
洛
に
伴
う
費
用
捻
出
は
、
当
該
期
の
毛
利
氏
に
と
っ
て

喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
備
後
国
の
所
領
を
毛
利
氏
が
山
名
氏
よ
り
拝
領
し
て
、

二
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
な
か
で
右
の
給
所
宛
行
状
が
成
立
す
る
事

実
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
上
洛
に
よ
る
当
主
興
元
の
不
在
と
い
う
影
響
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
永
正
七
年
に
石
見

国
の
益
田
氏
と
高
橋
氏
が
起
請
文
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
、
同
日
付
の
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永
正
年
間
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

�「
執
権
」
志
道
広
良
の
動
向
に
み
る
毛
利
氏
権

力
の
変
容
過
程

　

松
浦
氏
は
、
執
権
制
が
「
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
」
理

由
に
、
近
隣
国
人
・
土
豪
と
惣
領
家
譜
代
家
臣
の
動
向
を
挙
げ
、
そ
の

こ
と
が
、「
惣
領
家
の
家
父
長
的
家
産
制
支
配
を
変
質
さ
せ
、
ひ
い
て

は
執
権
が
立
脚
し
て
い
た
「
家
」
の
身
分
秩
序
を
動
揺
さ
せ
た
」
と
説

明
す
る（

（7
（

。ま
た
、家
臣
の
在
地
領
主
と
し
て
の
進
展
か
ら
、「
家
臣
は「
家
」

内
の
諸
身
分
秩
序
で
は
な
く
、
よ
り
新
た
な
「
家
中
」
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
て
結
合
」
す
る
と
指
摘
す
る（

（7
（

。
つ
ま
り
、「
執
権
」
が
立
脚
し

て
い
た
「
家
」
の
身
分
秩
序
の
崩
壊
、
す
な
わ
ち
「
家
中
」
の
成
立
と

執
権
制
の
終
焉
を
関
連
づ
け
て
捉
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
礼
」
の
視
点
や
身
分
秩
序
か
ら
説
明
す
る
執
権
制
へ
の

疑
義
は
、
第
一
章
で
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
執
権
制
の

終
焉
に
関
し
て
も
、
松
浦
氏
の
議
論
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
永
正
一
〇
年
以
降
の
志
道

広
良
の
動
向
に
着
目
し
、
彼
の
活
動
が
ど
こ
ま
で
み
ら
れ
る
の
か
を
確

認
し
た
い
。
松
浦
氏
が
毛
利
「
家
中
」
の
成
立
と
し
て
注
目
し
た
享
禄

五
年
の
家
臣
連
署
起
請
文
（
以
下
、
享
禄
起
請
文
と
す
る
）
以
降
に

も（
（7
（

、
志
道
広
良
の
活
動
が
み
ら
れ
る
な
ら
ば
、
身
分
秩
序
を
重
視
す
る

松
浦
氏
の
執
権
制
は
や
は
り
成
り
立
た
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
永
正
一
〇
年
以
降
の
志
道
広
良
の
動
向
と
し
て
、
指
摘
す
べ
き

山
口
」
を
務
め
る
際
に
役
銭
を
負
担
す
る
と
あ
る
。
こ
れ
は
中
郡
衆
が

毛
利
氏
に
付
き
従
い
、
上
洛
す
る
際
の
軍
役
な
ど
は
免
除
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
中
郡
衆
に
と
っ
て
、
直
接
軍
役
を
果
た
す
よ
り

も
、
毛
利
「
家
中
」
に
入
り
、
役
銭
負
担
で
軍
役
を
回
避
す
る
方
が
好

都
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
本
領
を
離
れ
る
こ
と
に
関
し
て
、
や
は
り

不
安
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
明
応
か
ら
永
正
年
間
に
、
毛
利
「
家
中
」
は
拡

大
す
る
の
で
あ
り
、
第
二
節
で
考
察
し
た
福
原
氏
、
志
道
氏
と
い
っ
た

庶
子
家
や
中
郡
衆
と
い
っ
た
近
隣
国
人
が
毛
利
「
家
中
」
に
参
入
し
て

い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
先
行
研
究
も
指
摘
す
る
よ

う
に
永
正
八
年
か
ら
同
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
四
月
の
間
に
、坂
氏
（
下

総
守
・
兵
部
少
輔
を
名
乗
る
）
が
史
料
上
確
認
で
き
な
く
な
る（

（6
（

。
福
原

氏
や
志
道
氏
と
比
較
し
て
、
早
く
か
ら
毛
利
「
家
中
」
で
活
動
し
て
い

た
坂
氏
の
動
向
が
確
認
で
き
な
く
な
る
事
実
は
、
毛
利
氏
の
権
力
構
造

に
大
き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、
坂
氏
の
本
領

坂
郷
は
、
譜
代
家
臣
で
あ
る
井
上
与
三
右
衛
門
尉
と
渡
辺
木
工
助
に

一
五
〇
貫
ず
つ
そ
れ
ぞ
れ
宛
行
わ
れ
て
お
り（

（6
（

、
こ
の
井
上
・
渡
辺
両
氏

は
、
第
二
節
で
指
摘
し
た
福
原
氏
と
の
関
係
が
み
え
る
氏
族
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
執
権
」
も
こ
の
時
期
、
坂
氏
か
ら
志
道
広
良
に
交
替
し

た
と
い
え
、
こ
の
の
ち
福
原
広
俊
と
志
道
広
良
が
台
頭
す
る
。
毛
利
元

就
の
家
督
継
承
を
主
導
し
た
の
も
、
こ
の
二
人
と
井
上
元
兼
で
あ
り
、

元
就
の
居
所
の
多
治
比
に
向
か
っ
た
人
物
に
は
、井
上
元
兼
と
渡
辺
勝
、

そ
し
て
志
道
広
良
の
使
者
が
み
え
る
。
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
に
元

就
へ
の
家
督
相
続
が
図
ら
れ
る
が
、そ
れ
を
可
能
に
し
た
人
的
基
盤
は
、
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報
提
供
を
求
め
て
い
る（

（8
（

。
出
雲
国
の
情
勢
に
つ
い
て
、
大
内
氏
は
毛
利

氏
、
特
に
志
道
広
良
を
窓
口
と
し
て
、
情
報
を
得
て
い
た
の
で
あ
り
、

陶
興
房
―
志
道
広
良
の
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
こ
の
頃
大
内
氏
と
毛
利
氏

は
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
、
元
就
の
花
押
の
形
状
か
ら
大
永
・
享
禄
年
間
に
か
け
て
の

も
の
と
み
ら
れ
る
次
の
史
料
に
注
目
し
た
い（

（8
（

。

中
馬
妙
勧
寺
事
、
飯
田
三
郎
右
衛
門
尉
雖
二
御
扶
持
地
候
一
、
内
々

承
二
子
細
一
候
ニ

付
て
、
西
条
之
内
大
竹
名
を
三
郎
右
衛
門
尉
方
へ

替
之
地
ニ

申
成
、
御
一
行
取
付
遣
置
候
、
然
上
者
妙
勧
寺
事
明
所

ニ
候
条
可
二
御
心
安
一
候
、
猶
向
後
不
レ
可
レ
有
二
競
望
一
之
由
、
三

郎
右
衛
門
尉
方
へ
以
二
書
状
一
申
こ
と
ハ
り
候
、
為
二
御
心
得
一
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

十
二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
就
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
良
（
花
押
）

　
　
　
　
　

井
上
七（

元

貞

）

郎
三
郎
殿
ま
い
る（

（8
（

　

右
の
史
料
は
、
井
上
元
貞
と
飯
田
三
郎
右
衛
門
尉
の
給
地
の
問
題
に

関
す
る
元
就
と
志
道
広
良
の
連
署
書
状
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
連
署

の
形
態
を
取
っ
て
い
る
書
状
は
、
こ
の
史
料
一
点
の
み
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
元
就
と
の
連
署
者
と
し
て
み
え
る
人
物
は
、
後
の
当
主
隆
元
や

輝
元
、
そ
し
て
吉
川
元
春
や
小
早
川
隆
景
と
い
う
元
就
子
息
た
ち
で
あ

る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
史
料
は
異
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
両

者
の
合
意
形
成
の
も
と
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
い
え
、
当
主
を
補
佐
す

る
「
執
権
」
志
道
広
良
の
立
場
を
物
語
る
史
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次

の
史
料
に
も
注
目
し
た
い
。

は
、
毛
利
元
就
の
家
督
相
続
に
際
し
て
、
主
導
的
な
立
場
を
取
っ
た
一

人
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
永
正
一
〇
年
に
元
就
と
広
良
は
、
起
請
文
を

取
り
交
わ
し
、
互
い
に
「
申
合
」
＝
盟
約
を
結
び
、
当
主
興
元
へ
の
奉

公
忠
節
を
誓
約
し
て
い
る（

（7
（

。
こ
の
時
、
元
就
と
広
良
の
関
係
は
形
成
さ

れ
、
大
永
三
年
の
元
就
家
督
相
続
へ
繋
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。
元
就
の

居
所
で
あ
る
多
治
比
に
は
、
渡
辺
勝
、
井
上
元
兼
に
加
え
、
志
道
広
良

の
使
者
と
し
て
、
井
上
有
景
と
国
司
有
相
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
そ
し

て
、
七
月
二
五
日
、
毛
利
家
臣
一
五
名
に
よ
る
元
就
の
家
督
相
続
を
認

め
る
連
署
書
状
が
作
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
作
成
を
主
導
し
た
の
は
、
志

道
広
良
で
あ
っ
た（

（7
（

。

　

右
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
志
道
広
良
が
主
導
し
、
元
就
の
家
督
相
続

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
後
、
大
永
五
年
に
、
毛
利
氏
は
尼
子
方
か
ら

大
内
方
へ
と
転
向
す
る
が（

（7
（

、
そ
の
際
、
米
山
城
に
籠
も
る
天
野
氏
の
大

内
方
へ
の
転
向
を
主
導
し
た
の
は
や
は
り
志
道
広
良
で
あ
っ
た
。
こ
の

時
、
毛
利
元
就
、
志
道
広
良
と
天
野
興
定
が
、
そ
れ
ぞ
れ
起
請
文
を
交

換
し
て
い
る
が
、
志
道
広
良
と
の
起
請
文
に
は
、「
兄
弟
御
契
約
」
の

文
言
が
あ
り
、
二
つ
の
起
請
文
に
差
異
が
み
え
る（

（7
（

。
お
そ
ら
く
、
毛
利

氏
と
天
野
氏
の
間
に
お
い
て
毛
利
氏
の
優
位
性
を
示
そ
う
と
し
た
も
の

と
み
ら
れ（

（7
（

、こ
の
こ
と
を
企
図
し
た
の
も
、志
道
広
良
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
の
備
後
国
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
で
は
、

志
道
広
良
が
毛
利
軍
を
率
い
て
お
り
、
実
際
の
戦
闘
に
お
い
て
は
、
子

息
の
志
道
大
蔵
大
輔
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た（

（7
（

。
さ
ら
に
、

享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
と
推
定
さ
れ
る
五
月
二
八
日
付
陶
興
房
書
状

に
お
い
て
は
、
広
良
に
対
し
、
尼
子
氏
と
塩
冶
氏
の
戦
争
に
関
す
る
情
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は
、
村
山
四
郎
大
夫
へ
宛
て
た
書
状
の
中
で
、「
去
年
春
防
州
下
参
候
、

当
年
夏
帰
国
候
、
尼
子
至
二
吉
田
一
取
出
候
、
防
州
依
二
御
加
力
一
大
敵

退
散
候
」
と
述
べ
て
い
る（

（8
（

。
こ
こ
か
ら
、
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
の

尼
子
氏
に
よ
る
吉
田
郡
山
合
戦
に
お
い
て
、「
防
州
」
の
「
御
加
力
」

に
よ
っ
て
尼
子
氏
を
「
退
散
」
さ
せ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る

が
、注
目
す
べ
き
は
、「
去
年
防
州
下
参
候
」と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
天
文
九
年
の
春
よ
り
、
広
良
は
「
防
州
」、
す
な
わ
ち
大
内

氏
の
元
へ
「
下
参
」
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
元
就
の
嫡
子
で
あ
る
隆
元

が
、
人
質
と
し
て
大
内
氏
の
本
拠
で
あ
る
山
口
へ
赴
い
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、元
就
の
名
代
と
し
て
広
良
は
「
下
参
」
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
以
前
よ
り
関
係
の
悪
化
し
て
い
た
尼
子
氏
へ
の
対
応
を

巡
っ
て
、
大
内
氏
と
や
り
取
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

吉
田
郡
山
合
戦
に
お
け
る
大
内
氏
の
援
軍
も
広
良
が
関
与
し
て
い
た
可

能
性
が
高
い
。

　

以
上
、
断
片
的
な
史
料
情
報
で
は
あ
る
も
の
の
、
史
料
に
み
え
る
志

道
広
良
の
動
向
は
、
享
禄
五
年
以
降
天
文
年
間
に
入
っ
て
も
、
毛
利
氏

の
内
政
・
外
交
両
面
に
お
い
て
、
重
要
な
立
ち
位
置
に
あ
っ
た
と
指
摘

で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
の
段
階
で
志
道
広
良
の
動
向
に
変
化
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
天
文
一
〇
年
代
半
ば
と
思
わ
れ
、
実
際
こ
の

頃
よ
り
広
良
の
文
書
発
給
は
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
同
時
に
注
目
す
べ

き
は
、
隆
元
の
家
督
相
続
前
後
で
あ
る
天
文
一
五
年
（
一
五
四
六
）
頃

よ
り
、
元
就
と
隆
元
そ
れ
ぞ
れ
の
奉
行
人
が
共
同
で
活
動
し
始
め
る
点

で
あ
る
。
そ
の
初
見
は
堀
越
惣
中
の
一
員
で
あ
っ
た
小
寺
氏
ら
と
の
や

井（
井
上
元
貞
）

兵
儀
付
而
蒙
レ
仰
候
、
得
二
其
心
一
候
〳
〵
、
赤

（
赤
川
就
秀
）

十
所
へ
も
被
二

仰
届
一
候
哉
、
左
候
而
御
打
渡
被
レ
遣
候
而
、
可
レ
然
候
〳
〵
、
御

打
渡
之
通
心
得
申
候
、
謹
言
、

　
　
　
　

四
（
天
文
三
年
）月

三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
部

　
　
　
　
　

上
（
志
道
広
良
）

州
ま
い
る　
　
　
　
　
　
　
　

  

元
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
返
事

（
（8
（

奥
口
所
帯
御
支
配
不
足
分
為
二
引
足
一
、
西
条
法
花

（
華
ヵ
）寺

半
済
代
参

貫
文
定
可
レ
被
レ
加
レ
指
之
由
、
所
レ
被
レ
仰
二

–

出
之
一
也
、
可
レ
被
レ

存
二
其
旨
一
之
状
如
レ
件
、

　
　

天
文
三
年

　
　
　
　

四
月
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

上（
志
道
広
良
）

野
介
判

　
　
　
　
　

井
上
兵（

元
貞
）

庫
助
殿（

（8
（

　

前
者
は
、
元
就
が
広
良
に
対
し
、
井
上
元
貞
へ
の
打
渡
し
を
お
こ
な

う
よ
う
命
じ
て
い
る
。
後
者
は
、
広
良
か
ら
元
貞
に
対
し
、
打
渡
し
の

詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
の
史
料
に
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
者
も
同
年
月
日
付
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ

ろ
う
。
こ
こ
で
傍
線
部
を
み
る
と
、
譜
代
家
臣
赤
川
就
秀
の
も
と
に
今

回
の
件
を
伝
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
元
就
が
確
認
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
井
上
元
貞
の
打
渡
し
の
案
件
に
お
い
て
、
広
良
は
赤
川
就
秀

と
の
間
で
意
見
調
整
に
当
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
元
就
の
意
を
受
け
、

譜
代
家
臣
と
の
や
り
取
り
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
年
に
広
良
は
、
元
就
を
「
公
儀
」
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う

と
し
た
事
例
が
み
え
、
こ
の
「
公
儀
」
文
言
は
毛
利
氏
に
お
い
て
は
初

出
の
事
例
で
あ
る（

（8
（

。
さ
ら
に
、
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
一
〇
月
に
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に
な
る
の
が
、
松
浦
氏
も
注
目
し
た
弘
治
年
間
の
毛
利
元
就
自
筆
書
状

で
あ
り
、
以
下
引
用
す
る（

（9
（

。「
元
就
内
之
者
ハ
一
円
存
候
ハ
て
、
赤
左
、

両
右
し
て
申
付
候
而
こ
そ
可
レ
然
候
へ
と
も
、
左
太
、
児
三
右
も
相
副

候候
ヘ
ハて

、
元
就
も
旨
儀
ヲ
可
レ
聞
候
」
と
あ
り
、「
赤
左
、
両
右
」（
赤
川

元
保
、
国
司
元
相
、
粟
屋
元
親
の
隆
元
奉
行
人
）
の
み
で
事
が
進
む
こ

と
を
警
戒
し
、「
左
太
、
児
三
右
」（
桂
元
忠
、
児
玉
就
忠
の
元
就
奉
行

人
）
を
「
相
副
」
て
、「
元
就
も
旨
儀
」
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
就
の
構
想
と
し
て
、
自
ら
の
奉
行

人
を
隆
元
奉
行
人
と
共
に
活
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
意
を
反
映
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
天
文
一
五
年
の
隆

元
の
家
督
相
続
段
階
に
お
い
て
も
、
元
就
は
自
ら
の
奉
行
人
を
介
し
、

隆
元
に
対
し
、
強
い
影
響
力
を
保
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か（

（9
（

。

　

ま
た
、
坂
氏
、
志
道
広
良
が
「
執
権
」
で
あ
っ
た
時
期
の
毛
利
氏
当

主
の
家
督
継
承
年
齢
を
確
認
す
る
と
、
毛
利
弘
元
と
そ
の
子
興
元
は
い

ず
れ
も
八
歳
、
興
元
の
子
幸
松
丸
は
二
歳
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
既

に
成
年
の
隆
元
に
よ
る
家
督
相
続
は
、
元
就
以
前
の
あ
り
方
か
ら
す
る

と
、
異
例
と
も
取
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
元
就
は
、
隆

元
に
家
督
を
相
続
さ
せ
、
な
お
も
毛
利
「
家
中
」
へ
の
影
響
力
を
保
持

し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
姿
勢
が
元
就
・
隆
元
奉
行
人
の

共
同
執
行
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
天
文

一
五
年
以
降
、
隠
居
元
就
と
当
主
隆
元
が
併
存
す
る
と
い
う
毛
利
氏
権

力
の
あ
り
方
が
、
元
就
・
隆
元
奉
行
人
に
よ
る
共
同
執
行
を
創
出
し
、

そ
れ
に
伴
い
、「
執
権
」
の
活
動
も
終
わ
り
を
迎
え
た
と
い
え
る
。

　

最
後
に
、
本
章
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
、
毛
利
「
家
中
」
の
成
立
に
つ

�
�

り
取
り
で
あ
る（

（8
（

。
彼
ら
は
、
堀
越
城
主
の
敬
秀
の
死
去
に
伴
っ
て
、
毛

利
氏
に
庇
護
を
求
め
た
。
そ
の
一
連
の
や
り
取
り
は
、
元
就
が
主
導
し

て
い
る
も
の
の
、元
就
・
隆
元
奉
行
人
に
よ
っ
て
や
り
取
り
を
お
こ
な
っ

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
制
札
に
関
し
て
、
元
就
の
判

で
は
な
く
、「
奉
行
之
判
」
を
据
え
る
と
い
う
元
就
・
隆
元
奉
行
人
の

主
体
的
な
活
動
が
看
取
さ
れ
る（

（8
（

。
こ
の
よ
う
に
、天
文
一
〇
年
代
半
ば
、

特
に
隆
元
へ
の
家
督
相
続
前
後
で
あ
る
天
文
一
五
年
頃
か
ら
、
他
氏
と

の
や
り
取
り
に
奉
行
人
が
積
極
的
に
登
用
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る（

（8
（

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
志
道
広
良
の
関
与
が
み
ら
れ
た
天
野
氏
の
事
例

を
み
て
み
た
い
。
天
野
氏
と
広
良
と
の
関
係
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
大

永
五
年
の
大
内
方
へ
の
転
向
を
主
導
し
、「
兄
弟
御
契
約
」
を
結
ん
だ

間
柄
で
あ
り
、
天
文
一
〇
年
代
頃
ま
で
そ
の
関
係
は
、
史
料
上
確
認
で

き
る（

（9
（

。
し
か
し
、
天
文
二
三
年
（
一
五
五
四
）
に
は
、
元
就
奉
行
人
で

あ
る
桂
元
忠
が
天
野
氏
と
の
や
り
取
り
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
以
後
永

禄
年
間
ま
で
桂
元
忠
が
毛
利
氏
と
天
野
氏
と
の
取
次
を
お
こ
な
う（

（9
（

。
志

道
広
良
の
子
息
た
ち
で
は
な
く
、
元
就
奉
行
人
で
あ
る
桂
元
忠
が
近
隣

国
人
と
の
や
り
取
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
点
は
、
こ
れ
ま
で
「
執
権
」

志
道
広
良
の
担
っ
て
い
た
役
割
を
奉
行
人
層
が
担
う
形
に
転
換
し
た
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
に
な
る
の
か
。
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
志
道
広
良
が
既
に
高
齢
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
も
の
の
、
そ
れ
な
ら
ば
、
彼
の
子
息
に
引
き
継
が
れ
て
も
よ
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
浮
か
ぶ（

（9
（

。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
参
考
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お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
松
浦
氏
の
述
べ
る
執
権
制
を
再
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
応

仁
・
文
明
年
間
以
降
の
毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家
の
関
係
を
当
該
期
の
政

治
状
況
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
考
察
し
、「
執
権
」
坂
氏
や
志
道
広
良

の
具
体
的
な
動
向
を
み
て
き
た
。
最
後
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
事

実
を
ま
と
め
た
い
。

　

松
浦
氏
の
述
べ
る
執
権
制
は
、「
礼
」
の
視
点
と
身
分
秩
序
の
二
点

か
ら
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
章
で
は
、
松
浦

氏
が
執
権
制
を
論
じ
る
上
で
注
目
し
た
史
料
の
年
次
比
定
の
再
検
討
か

ら
、
松
浦
氏
の
執
権
制
に
対
し
て
、
疑
義
を
示
し
た
。

　

次
に
、
第
二
章
で
は
「
執
権
」
の
坂
氏
や
志
道
氏
の
具
体
的
な
動
向

を
考
察
す
る
た
め
、
応
仁
・
文
明
年
間
以
降
の
毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家

の
関
係
に
注
目
し
た
。
そ
の
結
果
、
坂
氏
は
、
文
明
八
年
頃
に
は
毛
利

「
家
中
」
で
活
動
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
同
時
期
の
福
原
氏
が
毛
利
惣

領
家
に
対
す
る
自
立
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
対
照
的

な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

志
道
氏
も
明
応
年
間
頃
ま
で
、
上
級
権
力
か
ら
直
接
書
状
を
拝
領
す

る
な
ど
、
や
は
り
坂
氏
と
対
照
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
福

原
氏
や
志
道
氏
が
毛
利
「
家
中
」
に
参
入
す
る
の
が
明
確
に
な
る
の
は
、

備
後
守
護
山
名
氏
の
影
響
力
が
後
退
し
た
の
ち
の
永
正
年
間
前
後
と
推

測
さ
れ
る
。
ま
た
、
永
正
四
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
大
内
義
興
の
上
洛
に

毛
利
氏
は
随
伴
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
同
時
期
に
給
所
宛
行
状

が
成
立
し
、
毛
利
氏
の
帰
国
後
に
は
、
中
郡
衆
ら
が
毛
利
「
家
中
」
に

い
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
。「
執
権
」
が
「
家
」
の
身
分
秩
序
に
立
脚

し
て
い
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
点
や
「
執
権
」
志
道
広
良
の

主
体
的
な
活
動
が
天
文
一
〇
年
頃
ま
で
み
え
る
点
か
ら
も
、
享
禄
五
年

の
毛
利
「
家
中
」
の
成
立
と
執
権
制
の
終
焉
を
関
連
づ
け
て
捉
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
毛
利
「
家
中
」
の
成
立
に
関
し
て
は
、
享
禄
起
請
文
を

も
と
に
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
内
容
面
や
連
署
者
の
一
揆
的
性
格

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
毛
利
氏
の
権
力
構
造
の
変
容
を
論
じ
る
上
で

重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
近
年
は
享
禄
起
請
文
の
意
義
に
つ
い

て
、
見
直
し
も
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
本
起
請
文
の
み
を
も
っ
て
、
毛

利
「
家
中
」
の
成
立
を
論
じ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ

る（
（9
（

。

　

こ
こ
で
享
禄
起
請
文
の
連
署
者
に
注
目
す
る
と
、
連
署
者
に
庶
子
家

や
中
郡
衆
な
ど
の
近
隣
国
人
の
名
が
み
え
る
。
彼
ら
が
明
応
か
ら
永
正

年
間
に
毛
利
「
家
中
」
に
参
入
し
た
事
実
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
当
該
期
は
給
所
宛
行
状
の
成
立
時
期
に
当
た
り
、
こ

れ
は
毛
利
氏
（
当
主
）
と
譜
代
家
臣
の
関
係
に
変
容
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
享
禄
起
請
文
の
連
署
者
の
構
成
は
、
明
応
か
ら

永
正
年
間
に
形
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、毛
利「
家

中
」
の
成
立
時
期
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
も
の
の
、
室
町
期
の

「
一
家
中
」
結
合
か
ら
毛
利
「
家
中
」
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お

い
て
、
明
応
か
ら
永
正
年
間
が
重
要
な
画
期
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
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わ
け
で
は
な
い
点
に
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
執
権
」
に
関
し
て
改
め
て
指
摘
す
べ
き
は
、
第
一
章
で
も

言
及
し
た
よ
う
に
、
元
就
が
「
執
権
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
毛

利
豊
元
以
降
、「
執
権
」
と
し
て
坂
氏
と
志
道
広
良
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
記
述
は
本
稿
で
具
体
的
に
確
認
し
て
き
た
坂
氏
や
志
道
広

良
の
活
動
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
文
明
八
年
の
毛
利
豊
元
の
死
去
の
際

に
、
同
じ
庶
子
家
の
福
原
氏
と
異
な
り
、
既
に
坂
氏
は
毛
利
氏
の
譜
代

家
臣
で
あ
る
飯
田
氏
と
と
も
に
宛
所
に
な
っ
て
い
る
。
坂
（
兼
時
）
広

正
―
元
有
の
二
代
は
、
と
も
に
八
歳
で
家
督
相
続
し
た
毛
利
弘
元
、
興

元
と
い
う
幼
少
の
当
主
の
時
期
に
活
動
が
み
え
る
。
幼
少
で
あ
っ
た
が

故
に
、
当
主
権
力
は
不
安
定
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
毛
利
氏
の
危
機
的
状
況
を
切
り
抜
け
る
た
め
に
、
坂
氏
が
補
佐
し

て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
志
道
広
良
は
、元
就
の
家
督
相
続
を
主
導
し
た
人
物
で
あ
り
、

元
就
自
身
が
最
も
頼
り
に
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
広
良
と
の
連

署
書
状
の
存
在
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。大
永
五
年
以
降
の
毛
利
氏
は
、

大
内
方
と
し
て
活
動
し
て
い
く
が
、
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
陶
興
房
書

状
の
宛
所
に
名
が
み
え
る
広
良
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
天
文
九
年
の
吉

田
郡
山
合
戦
に
お
け
る
大
内
氏
か
ら
の
援
軍
派
兵
も
、
広
良
に
よ
っ
て

実
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
毛
利
氏
が
大
内
方
と
し
て
活
動

し
え
た
の
は
、志
道
広
良
の
存
在
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
元
就
の
「
執
権
」
呼
称
の
背
景
に
は
、
志
道
広

良
と
い
う
存
在
が
多
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
、
豊
元
代
か
ら

の
坂
氏
も
当
主
を
補
佐
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
志
道
広
良
と
共

参
入
す
る
と
い
う
毛
利
「
家
中
」
の
拡
大
期
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
毛
利
氏
の
権
力
構
造
が
大
き
く
変
容
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
毛
利
「
家
中
」
が
拡
大
す
る
な
か
、
永
正
一
〇
年
に
は
、
坂

氏
の
本
拠
坂
郷
に
渡
辺
氏
と
井
上
氏
が
代
官
と
し
て
任
じ
ら
れ
る
。
こ

れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
坂
氏
（
下
総
守
・
兵
部
少
輔
を
名
乗
る
）
が
史

料
上
確
認
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
毛
利
「
家
中
」
か
ら
排

除
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
庶
子
家
の
な
か
で
も
、
最
も
早
く
毛

利
「
家
中
」
に
お
い
て
、
活
動
し
て
い
た
坂
氏
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
は

「
執
権
」
の
交
代
を
招
い
た
と
推
測
さ
れ
、
以
後
、
元
就
と
互
い
に
起

請
文
を
取
り
交
わ
し
た
志
道
広
良
の
主
体
的
な
活
動
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

第
三
章
で
は
、
志
道
広
良
の
動
向
に
注
目
し
た
が
、
広
良
の
活
動
は
、

天
文
一
〇
年
頃
ま
で
主
に
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
松
浦
氏
の
指
摘
す
る

享
禄
五
年
に
毛
利
「
家
中
」
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
執
権
」
の

立
脚
し
て
い
た
「
家
」
の
身
分
秩
序
が
崩
壊
し
、
執
権
制
が
お
こ
な
わ

れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
す
る
見
解
に
は
従
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
志
道
広
良
の
活
動
が
確
認
で
き
な
く
な
る
の
と
同
時
に
、

元
就
か
ら
嫡
子
隆
元
へ
家
督
が
相
続
さ
れ
、
元
就
・
隆
元
の
指
示
に
基

づ
き
、
活
動
す
る
奉
行
人
が
あ
ら
わ
れ
始
め
る
。
つ
ま
り
、
隠
居
元
就

と
当
主
隆
元
が
併
存
す
る
と
い
う
毛
利
氏
権
力
の
あ
り
方
が
、「
執
権
」

か
ら
奉
行
人
へ
と
毛
利
氏
の
内
政
・
外
交
の
担
い
手
を
転
換
さ
せ
る
要

因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
奉
行
人
は
、
広
良
が
元
就
と
連

署
し
た
よ
う
に
、
元
就
や
隆
元
と
連
署
を
お
こ
な
う
こ
と
は
な
く
、「
執

権
」
の
担
っ
た
役
割
や
立
場
が
そ
の
ま
ま
全
て
奉
行
人
へ
と
転
換
し
た
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（
3
）　

松
岡
久
人
「
戦
国
期
在
地
領
主
制
に
関
す
る
二
、三
の
問
題
」（『
歴

史
学
研
究
』
二
六
五
号
、
一
九
六
二
年
）
三
一
頁
。

　
（
4
）　

松
浦
義
則
「
戦
国
期
毛
利
氏
「
家
中
」
の
成
立
」（
村
井
良
介
編
『
論

集
戦
国
大
名
と
国
衆
一
七　

安
芸
毛
利
氏
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年
、

初
出
一
九
八
〇
年
）
四
八
頁
。

　
（
5
）　

松
浦
義
則
「
国
人
領
主
毛
利
氏
の
給
所
宛
行
状
の
成
立
に
つ
い
て
」

（
村
井
良
介
編
『
論
集
戦
国
大
名
と
国
衆
一
七　

安
芸
毛
利
氏
』
岩
田

書
院
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
八
一
年
）。

　
（
6
）　

前
掲
註
（
２
）
河
合
論
文
、
註
（
３
）
松
岡
論
文
。

　
（
7
）　
『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
八　

毛
利
家
文
書
』四
二
〇（
以
下『
毛

利
』
に
略
す
）。
こ
の
ほ
か
、
毛
利
元
就
自
筆
書
状
（『
毛
利
』
四
二
四
）

に
「
家
中
執
権
」
と
い
う
語
が
み
え
る
。

　
（
8
）　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
以
降
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
山
口
県

文
書
館
蔵
の
「
当
役
録
」（
毛
利
家
文
庫　

一
〇
諸
役
一
八
）
に
、
大

永
三
年
か
ら
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
ま
で
の
執
権
や
奉
行
衆
が
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
興
元
公
御
代
ヨ
リ
執
権
」
と
し
て
「
志
道
上
野

介
広
良
」
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
本
史
料
に
は
、
慶
長
五
年
以
降
天
保

六
年
ま
で
の
江
戸
加
判
役
な
ど
の
記
載
も
あ
り
、
毛
利
元
就
の
毛
利
家

家
督
相
続
以
降
、
毛
利
氏
の
政
務
を
中
心
的
に
担
っ
た
家
臣
を
記
載
す

る
方
針
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
史
料
は
天
保
六

年
以
降
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、「
執
権
」
と
い
う

語
が
み
え
る
理
由
と
し
て
、
毛
利
元
就
自
筆
書
状
（『
毛
利
』
四
二
〇
）

な
ど
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
や
は
り
元
就
の
時
代
に
そ
の

よ
う
な
職
制
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
と
思
わ
れ
る
。

　
（
9
）　

前
掲
註
（
４
）
松
浦
論
文
五
一
・
五
二
頁
。

　
（
10
）　
『
萩
藩
閥
閲
録
』巻
七
四　

粟
屋
縫
殿
―
一
〇
九（
以
下『
閥
』に
略
す
）。

同
内
容
の
も
の
が
『
閥
』
巻
一
二
六　

井
上
善
兵
衛
―
四
に
あ
る
。
な
お
、

同
文
書
に
つ
い
て
『
戦
国
遺
文　

大
内
氏
編
』
二
〇
九
〇
、二
〇
九
一
（
以

通
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
坂
氏
も
加
え
て
「
執
権
」
と
呼
称

す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
松
浦
氏
は
元
就
の
認
識
に
お
い
て
の
み
確
認
で
き
る

「
執
権
」
に
注
目
し
、
執
権
制
を
論
じ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
検
討
を

重
ね
て
き
た
よ
う
に
、
戦
国
期
に
「
執
権
」
と
い
う
職
制
が
具
体
的
に

確
認
で
き
ず
、
執
権
制
が
身
分
秩
序
を
も
と
に
機
能
し
て
い
た
と
は
言

い
難
い
事
実
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
松
浦
氏
が
論
じ
る
執
権
制
を
応

仁
・
文
明
年
間
以
降
、
天
文
一
〇
年
代
頃
ま
で
の
毛
利
氏
権
力
に
お
い

て
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
本
稿
で
の
検
討
に
基
づ
く
な
ら
ば
、「
執

権
」
は
、
制
度
と
し
て
と
い
う
よ
り
も
、
庶
子
家
の
中
で
、
最
も
早
く

毛
利
「
家
中
」
で
活
動
し
、
幼
少
の
当
主
を
支
え
た
坂
氏
、
毛
利
元
就

と
起
請
文
を
取
り
交
わ
し
、
元
就
の
家
督
相
続
を
主
導
し
た
志
道
広
良

の
活
動
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
主
―「
執
権
」
間
の
個
別
的
関
係
に

基
づ
き
活
動
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
執
権
」
は
そ

の
よ
う
な
関
係
に
拠
り
な
が
ら
、
当
該
期
の
毛
利
氏
の
存
立
に
あ
た
っ

て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　
松
浦
義
則
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
領
国
支
配
機
構
の
進
展
」（
藤
木
久

志
編
『
戦
国
大
名
論
集
一
四　

毛
利
氏
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）、
加
藤
益
幹
「
戦
国
大
名
毛
利
氏
の

奉
行
人
制
に
つ
い
て
」（
同
上
、
初
出
一
九
七
八
年
）。

　
（
2
）　

河
合
正
治「
戦
国
大
名
と
し
て
の
毛
利
氏
の
性
格
」（
藤
木
久
志
編『
戦

国
大
名
論
集
一
四　

毛
利
氏
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
、

初
出
一
九
五
四
年
）
五
頁
。
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人
領
主
の
イ
エ
は
地
域
領
主
（
地
域
社
会
と
の
関
係
で
家
中
を
形
成
し

た
戦
国
期
在
地
領
主
―
筆
者
註
）
の
家
中
へ
変
質
」
す
る
と
述
べ
る
（
同

「
室
町
・
戦
国
期
在
地
領
主
の
イ
エ
と
地
域
社
会
・
国
家
」『
歴
史
学
研
究
』

八
三
三
号
、
二
〇
〇
七
年
、
七
〇
頁
）。
参
考
に
す
べ
き
指
摘
で
あ
り
、

本
章
に
お
い
て
も
、
応
仁
・
文
明
年
間
以
降
永
正
年
間
ま
で
着
目
し
、

毛
利
惣
領
家
と
庶
子
家
の
関
係
を
考
察
す
る
。

　
（
24
）　
（
文
明
三
年
）
七
月
一
三
日
付
陶
弘
護
書
状
に
は
、「
随
而
東
西
条
事
、

安
富
左
衛
門
大
夫
近
日
入
部
候
、
国
面
々
大
半
御
出
陣
候
、
此
時
節

有
二
御
同
心
一
可
レ
然
様
被
レ
懸
二
御
意
一
候
」、「
然
者
連
々
御
用
等
之
時

者
、
涯
分
可
二
申
談
一
候
、
併
奉
レ
憑
候
」
と
あ
り
、
安
富
行
房
の
東
西

条
へ
の
入
部
に
伴
っ
て
、「
国
面
々
大
半
御
出
陣
」
を
請
い
、
毛
利
氏

に
対
し
「
御
同
心
」
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（「
毛
利
家
文

庫
所
収
文
書
」『
戦
大
』
一
三
二
）。
こ
の
の
ち
の
（
文
明
三
年
カ
）
七

月
廿
三
日
付
山
名
是
豊
書
状
写
を
み
る
と
、「
毛
利
治
部
少
輔
御
暇
事
」

を
山
名
是
豊
が
細
川
勝
元
ら
に
願
い
出
て
お
り
、
こ
の
日
ま
で
に
毛
利

豊
元
が
安
芸
国
へ
帰
国
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（『
毛
利
』
一
四
三
）。
そ
し
て
こ
の
帰
国
の
背
景
に
は
、
先
ほ
ど
の
陶

弘
護
書
状
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、（
文
明
三
年
）

四
月
五
日
付
陶
弘
護
書
状
で
は
、
福
原
氏
に
対
し
「
御
現
形
」
を
促
し

て
お
り
（「
福
原
家
文
書
」『
戦
大
』
一
二
二
、「
福
原
家
文
書
」
の
う
ち
、

大
内
氏
関
連
の
も
の
は
『
戦
大
』
の
年
次
比
定
に
基
づ
く
）、
こ
の
頃

よ
り
、
大
内
氏
に
よ
る
毛
利
氏
の
西
軍
方
転
向
は
陶
弘
護
―
福
原
氏
の

ラ
イ
ン
で
企
図
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
25
）　
「
福
原
家
文
書
」『
戦
大
』
一
三
六
。
な
お
、
字
句
に
関
し
て
は
原
文

書
に
て
校
訂
を
お
こ
な
っ
た
。

　
（
26
）　

長
谷
川
博
史
「
安
芸
国
衆
保
利
氏
と
毛
利
氏
」（『
内
海
文
化
研
究
紀

要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
六
年
）。

　
（
27
）　
「
福
原
家
文
書
」『
戦
大
』
一
五
五
。
ま
た
、
大
内
政
弘
母
か
ら
も
同

下
『
戦
大
』
に
略
す
）
で
は
、
永
正
一
四
年
か
ら
大
永
二
年
と
年
次
比
定

す
る
。

　
（
11
）　
『
閥
』
巻
七
四　

粟
屋
縫
殿
―
一
一
〇
。

　
（
12
）　
『
閥
』
巻
一
二
六　

井
上
善
兵
衛
―
六
。

　
（
13
）　

岸
田
裕
之
『
毛
利
元
就
―
武
威
天
下
無
双
、
下
民
憐
愍
の
文
徳
は
未

だ
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
頁
。

　
（
14
）　

松
浦
氏
は
こ
の
他
に
「
執
権
」
に
よ
る
惣
領
の
「
家
」
支
配
の
代
行

者
の
機
能
と
し
て
、狼
藉
者
の
処
罰（『
毛
利
』四
二
四
）、惣
領
に
代
わ
っ

て
軍
事
指
揮
を
執
っ
て
い
る
こ
と
（『
閥
』
巻
九
〇　

粟
屋
七
郎
右
衛

門
―
一
）
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
（
前
掲
註
（
４
）
松
浦
論
文
、五
〇
頁
）。

　
（
15
）　

前
掲
註
（
４
）
松
浦
論
文
、
五
二
頁
。

　
（
16
）　
『
毛
利
』
一
一
九
。

　
（
17
）　
『
毛
利
』
一
三
一
。

　
（
18
）　
『
福
原
家
文
書　

上
巻
』
二
什
書
―
一
八
（
以
下
『
福
原
』
に
略
す
）。

な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
「
福
原
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
山

口
県
宇
部
市
の
ま
な
び
の
森
く
す
の
き
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
同
館
に

お
い
て
原
文
書
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。

　
（
19
）　
『
福
原
』
三
什
書
―
三
。

　
（
20
）　

前
掲
註
（
２
）
河
合
論
文
。

　
（
21
）　

呉
座
勇
一
「
領
主
の
一
揆
と
被
官
・
下
人
・
百
姓
」（
同
『
日
本
中

世
の
領
主
一
揆
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
八
年
）

二
六
〇
頁
。

　
（
22
）　

前
掲
註
（
21
）
呉
座
論
文
、
久
留
島
典
子
「
領
主
の
一
揆
と
中
世
後

期
社
会
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
九
巻
中
世
３
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
四
年
）
一
三
四
頁
。

　
（
23
）　

菊
池
浩
幸
氏
は
、「
応
仁
文
明
の
乱
を
契
機
に
、地
域
紛
争
が
恒
常
化
・

深
刻
化
し
、「
国
家
体
制
」
か
ら
の
離
脱
（
永
正
期
が
下
限
）
が
顕
著

に
な
る
な
か
、
在
地
諸
集
団
・
諸
階
層
の
動
向
に
対
応
す
る
形
で
、
国
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（
37
）　
『
毛
利
』
四
二
〇
。

　
（
38
）　
『
図
書
寮
叢
刊　

壬
生
家
文
書　

七
』
一
八
五
七
。

　
（
39
）　
『
閥
』
巻
一
六　

志
道
太
郎
右
衛
門
―
六
三
。
な
お
、
本
史
料
の
志

道
大
蔵
少
輔
は
志
道
広
良
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
期
の
志
道
広

良
は
太
郎
三
郎
を
名
乗
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
広
良
の
父
で
あ
る

元
良
と
考
え
る
。

　
（
40
）　
『
閥
』
巻
一
六　

志
道
太
郎
右
衛
門
―
五
五

－

六
〇
。

　
（
41
）　
『
閥
』
巻
一
二
〇　

羽
仁
彦
左
衛
門
―
二
。

　
（
42
）　
『
閥
』
巻
一
九　

児
玉
四
郎
兵
衛
―
一
。
ま
た
、
村
井
祐
樹
編
『
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
九
―
三 

大
阪
青
山
歴
史

文
学
博
物
館
所
蔵
中
世
西
国
武
家
文
書
』（
東
京
大
学
一
般
共
同
研
究

「
大
阪
青
山
大
学
所
蔵
中
世
西
国
武
士
関
係
文
書
の
史
料
学
的
研
究
」

グ
ル
ー
プ
（
代
表
者
／
小
倉
嘉
夫
）、
二
〇
二
〇
年
）
に｢

児
玉
家
文

書｣

と
し
て
本
史
料
の
原
文
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
（
43
）　

本
感
状
を
考
察
し
た
秋
山
伸
隆
氏
は
、
保
垣
氏
ら
に
対
す
る
感
状
に

つ
い
て
、「
譜
代
家
臣
で
は
な
く
執
権
坂
氏
を
通
じ
て
伝
達
さ
れ
る
の

は
、
保
垣
氏
に
対
す
る
「
礼
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
形
式
（
書
状
形
式
）
が
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と

前
掲
註
（
４
）
松
浦
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
説
明
す
る
（
前
掲
註

（
33
）秋
山
論
文
、三
八
頁
）。
し
か
し
、の
ち
の
永
正
一
三
年（
一
五
一
六
）

に
同
じ
く
近
隣
の
中
小
国
人
で
あ
る
中
村
氏
に
対
し
て
、
書
状
形
式
で

感
状
を
発
給
し
て
い
る
事
例
を
み
る
と
、
こ
の
時
「
執
権
」
と
さ
れ
る

志
道
広
良
の
名
は
、
文
書
中
に
み
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
礼
」
を
示

す
も
の
と
ま
で
言
い
切
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
44
）　
「
福
永
家
文
書
」（『
山
口
県
史　

史
料
編
中
世
３
』
一
九
、
以
下
『
山

３
』
に
略
す
）。
な
お
、
本
史
料
の
存
在
は
、
秋
山
伸
隆
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
。

　
（
45
）　

川
岡
勉
氏
は
、「
山
名
氏
惣
領
家
の
父
子
が
骨
肉
の
争
い
を
展
開
す

様
に
賞
賛
さ
れ
て
い
る
（「
福
原
家
文
書
」『
戦
大
』
一
五
六
、

一
五
七
、一
六
一
）。

　
（
28
）　
『
福
原
』
三
什
書
―
一
二

－

一
五
。

　
（
29
）　
『
毛
利
』
一
五
一
。

　
（
30
）　

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
か
ら
同
一
八
年
ま
で
の
間
と
み
ら
れ
る

時
期
に
お
い
て
も
、
福
原
氏
は
備
後
守
護
山
名
氏
の
播
磨
出
兵
に
際
し
、

山
名
政
豊
・
俊
豊
父
子
よ
り
書
状
を
拝
領
し
て
い
る
事
実
が
確
認
で
き

る
（『
福
原
』
四
什
書
―
八

－

一
一
）。

　
（
31
）　
『
毛
利
』
一
五
四
。

　
（
32
）　
『
毛
利
』
四
二
〇
。

　
（
33
）　
『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
九　

吉
川
家
文
書
』三
五
〇（
以
下『
吉

川
』
に
略
す
）
に
兼
時
下
総
守
書
状
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
兼
時
下
総
守

広
正
」
と
名
が
み
え
る
。
ま
た
、
兼
時
氏
＝
坂
氏
に
つ
い
て
は
、（
明

応
四
年
〈
一
四
九
五
〉）
八
月
九
日
付
元
治
書
状
案
并
某
書
状
案
（「
壬

生
家
文
書
」『
広
島
県
史　

古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ
』
一
一
二
、
以
下
『
広

Ⅴ
』
に
略
す
）
の
「
兵
部
少
輔
ハ
元
ハ
金
時
と
云
、
今
ハ
坂
ト
云
也
、

毛
利
同
名
也
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
金
時
＝
兼
時
氏
は
坂
氏
を
指
す
。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
秋
山
伸
隆
「
毛
利
氏
発
給
の
感
状
の
成

立
と
展
開
」『
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
八
年
）

を
参
照
。

　
（
34
）　
『
吉
川
』
三
五
〇
の
本
文
中
に
、
飯
田
下
野
守
の
名
が
み
え
、
や
は

り
兼
時
広
正
が
毛
利
「
家
中
」
に
お
い
て
、
飯
田
氏
と
と
も
に
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
35
）　

前
掲
註
（
33
）「
壬
生
家
文
書
」『
広
Ⅴ
』
一
一
二
。
な
お
、
本
史
料

の
元
治
は
、
細
川
玄
蕃
頭
元
治
の
こ
と
で
あ
る
（
馬
部
隆
弘
「
細
川
国

慶
の
出
自
と
同
族
関
係
」、
同
『
戦
国
期
細
川
権
力
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）。

　
（
36
）　
『
毛
利
』
一
九
七
な
ど
。
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と
あ
る
点
や
福
原
元
澄
の
相
続
は
延
徳
二
年
で
あ
る
点
か
ら
疑
い
を
残

す
文
書
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
51
）　
「
毛
利
博
物
館
蔵
文
書
（
毛
利
家
旧
蔵
文
書　

志
道
家
文
書
）」（『
山

口
県
史　

史
料
編
中
世
２
』
一
、
以
下
『
山
２
』
に
略
す
）。

　
（
52
）　
『
福
原
』
四
什
書
―
四
。

　
（
53
）　

大
内
氏
に
よ
る
少
弐
政
資
の
「
対
治
」
に
際
し
て
、
志
道
元
良
は
軍

事
動
員
に
応
じ
て
お
り
（「
萩
藩
閥
閲
録　

志
道
太
郎
右
衛
門
」『
戦
大
』

九
八
一
）、
大
内
氏
か
ら
志
道
氏
は
、
軍
事
面
に
お
い
て
期
待
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
54
）　

前
掲
註
（
２
）
河
合
論
文
、
五
頁
。

　
（
55
）　

柴
原
直
樹「
毛
利
氏
の
備
後
国
進
出
と
国
人
領
主
」（
村
井
良
介
編『
論

集
戦
国
大
名
と
国
衆
一
七　

安
芸
毛
利
氏
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
五
年
、

初
出
一
九
九
三
年
）
一
四
三
頁
。

　
（
56
）　

大
内
義
興
の
上
洛
に
つ
い
て
は
、
藤
井
崇
『
中
世
武
士
選
書
21　

大

内
義
興
―
西
国
「
覇
者
」
の
誕
生
―
』（
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

を
参
照
。

　
（
57
）　

前
掲
註
（
47
）
岸
田
論
文
。

　
（
58
）　

前
掲
註
（
５
）
松
浦
論
文
。

　
（
59
）　

村
井
良
介
「
毛
利
分
国
に
お
け
る
「
戦
国
領
主
」
の
文
書
発
給
を
め

ぐ
っ
て
」（
天
野
忠
幸
他
編
『
日
本
史
史
料
研
究
会
論
文
集
２　

戦
国
・

織
豊
期
の
西
国
社
会
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）。

　
（
60
）　
「
附
録　

松
江
市
内
所
在
文
書　

庵
原
家
文
書
」（『
松
江
市
史　

史

料
編
４
中
世
Ⅱ
』
九
）。

　
（
61
）　

佐
伯
徳
哉「
戦
国
期
石
見
小
笠
原
権
力
の
再
編
と
地
域
支
配
」（
同『
中

世
出
雲
と
国
家
的
支
配
―
権
門
体
制
国
家
の
地
域
支
配
構
造
―
』
法
蔵

館
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
一
九
九
三
年
）
三
〇
二
頁
。

　
（
62
）　

前
掲
註
（
61
）
佐
伯
論
文
、
三
〇
四
頁
。

　
（
63
）　
『
閥
』
巻
八
七　

渡
辺
助
兵
衛
―
一
。

る
と
い
う
事
態
は
、
以
後
の
山
名
氏
権
力
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
い
く
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
す
る
（
同
『
人
物
叢
書　

山
名
宗
全
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
三
頁
）。

　
（
46
）　
『
福
原
』
四
什
書
―
一
二
・
一
三
。

　
（
47
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、
岸
田
裕
之
氏
は
、
福
原
氏
に
対
し
渡
辺
氏
に
よ

る
再
三
の
要
請
に
よ
る
取
り
結
び
に
至
っ
た
事
実
と
翌
明
応
八
年

（
一
四
九
九
）
正
月
に
井
上
元
兼
が
毛
利
氏
よ
り
給
所
を
与
え
ら
れ
、「
近

習
並
」
の
奉
公
を
誓
っ
て
起
請
文
を
差
し
出
し
て
い
る
事
実
（『
毛
利
』

一
六
五
）
な
ど
か
ら
、「
毛
利
氏
家
中
に
お
け
る
井
上
氏
一
族
と
そ
の

勢
力
の
伸
張
を
警
戒
す
る
譜
代
奉
行
人
渡
辺
氏
と
の
確
執
に
関
係
し
て

形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
推
測
し
て
お
り
（
同
「
芸
石
国
人

領
主
連
合
の
展
開
」『
大
名
領
国
の
構
成
的
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
年
、
四
五
五
頁
）、
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
天
文
一
九
年

七
月
、
井
上
氏
一
族
の
誅
伐
後
の
毛
利
元
就
井
上
衆
罪
状
書
（『
毛
利
』

三
九
八
）
の
一
箇
条
目
を
み
る
と
、「
著
座
之
儀
、
前
々
よ
り
上
を
仕

候
渡
辺
よ
り
も
上
を
可
レ
仕
之
由
」
と
あ
り
、
井
上
氏
一
族
が
毛
利
「
家

中
」
に
参
入
し
た
の
ち
、
井
上
氏
が
譜
代
家
臣
の
渡
辺
氏
よ
り
も
上
に

着
座
し
て
い
た
事
例
が
み
え
る
。
ど
こ
ま
で
事
実
で
あ
る
か
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、
こ
の
一
箇
条
目
か
ら
は
、
岸
田
氏
の
指
摘
し
た
点
に
通

じ
る
部
分
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
毛
利
「
家
中
」
に
お
け
る
井
上
氏
一

族
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
と
毛
利
氏
譜
代
家

臣
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
る
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。

　
（
48
）　
『
福
原
』
一
四
什
書
―
一
。

　
（
49
）　
『
福
原
』
五
什
書
―
一
。

　
（
50
）　

本
文
書
以
前
の
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
一
〇
月
一
六
日
付
で
福
原

氏
の
本
領
安
堵
を
認
め
る
毛
利
弘
元
安
堵
状
が
福
原
元
澄
に
対
し
て
発

給
さ
れ
て
い
る
（『
福
原
』
四
什
書
―
三
）。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
も
前

掲
註
（
５
）
松
浦
論
文
に
お
い
て
、
書
止
文
言
が
「
仍
執
達
如
レ
件
」
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（
77
）　
「
右
田
毛
利
家
文
書
」（『
山
３
』
一
九
・
二
〇
）。

　
（
78
）　

前
掲
註
（
65
）
呉
座
論
文
。

　
（
79
）　
「
萩
藩
閥
閲
録　

志
道
太
郎
右
衛
門
」（『
戦
大
』
一
九
四
二
）。
本
史

料
中
に
は
、
志
道
大
蔵
大
輔
が
尼
子
方
の
米
原
山
城
守
を
討
ち
取
っ
た

こ
と
が
み
え
る
。
な
お
、
備
後
国
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
長
谷
川
博
史
「
大
永
七
年
備
後
国
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
と
陣
城

遺
構
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
三
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

　
（
80
）　
「
萩
藩
閥
閲
録　

志
道
太
郎
右
衛
門
」（『
戦
大
』
二
四
〇
一
）。

　
（
81
）　

大
永
年
間
か
ら
享
禄
年
間
に
か
け
て
の
元
就
の
花
押
の
形
状
は
、
大

永
五
年
三
月
一
一
日
付
毛
利
元
就
加
冠
状
（「
佐
藤
文
書
」
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
編
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
印
叢
書
６　

久
芳
文
書
・

佐
藤
文
書
』
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
。

　
（
82
）　
『
閥
』
巻
一
二
六　

井
上
善
兵
衛
―
一
八
。
な
お
、
本
史
料
の
原
文

書
（「
井
上
文
書
」）
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
（
京
都
大
学
文
学
部
古

文
書
室
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、本
稿
で
は
、同
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
撮
影
写
真
を
も
と
に
翻
刻
を
お
こ
な
っ
た
。

　
（
83
）　

山
口
県
文
書
館
蔵
「
譜
録　

井
上
神
七
郎
元
豊
」（
毛
利
家
文
庫　

二
三
譜
録
い
一
六
）。

　
（
84
）　

前
掲
註
（
83
）「
譜
録　

井
上
神
七
郎
元
豊
」。　

　
（
85
）　
「
坂
家
文
書
」（『
山
３
』
七
）。

　
（
86
）　
「
贈
村
山
家
返
章
」（『
広
Ⅴ
』
六
九
）。

　
（
87
）　

村
井
祐
樹
編
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
一
一
―

一　

小
寺
家
文
書
』（
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
デ

ジ
タ
ル
画
像
分
析
に
基
づ
い
た
古
文
書
料
紙
の
研
究
」
グ
ル
ー
プ
、

二
〇
一
一
年
）
四
な
ど
（
以
下
『
小
寺
』
に
略
す
）。

　
（
88
）　
『
小
寺
』
八
。

　
（
89
）　

隆
元
奉
行
人
と
し
て
活
動
が
確
認
で
き
る
人
物
と
し
て
、
国
司
元
相

や
井
上
元
景
（
元
有
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
64
）　
『
毛
利
』
二
〇
五
。

　
（
65
）　

呉
座
勇
一
「
奉
納
型
一
揆
契
状
と
交
換
型
一
揆
契
状
」（
同
『
日
本

中
世
の
領
主
一
揆
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）

一
五
一
頁
。

　
（
66
）　

木
村
信
幸
氏
に
よ
る
と
、
吉
川
氏
の
給
所
宛
行
状
の
成
立
は
永
正
六

年
（
一
五
〇
九
）
正
月
を
初
見
と
し
、
い
ず
れ
も
先
給
人
が
存
在
す
る

闕
所
地
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
給
人
に
対
し
て

自
ら
が
新
給
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
知
行
の
正
当

性
を
保
持
す
る
た
め
に
宛
行
状
を
必
要
と
し
て
求
め
、
当
主
元
経
は
そ

の
要
望
に
応
え
た
も
の
」
と
指
摘
す
る
（
同
「
安
芸
国
人
吉
川
氏
の
権

力
基
盤
」『
中
世
遺
跡
調
査
研
究
報
告　

第
３
集　

小
倉
山
城
跡
発
掘

調
査
報
告
書
』
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
、
二
頁
）。
吉
川

元
経
も
大
内
義
興
の
上
洛
に
随
伴
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
川
氏
の
場

合
も
永
正
六
年
に
給
所
宛
行
状
が
成
立
す
る
背
景
に
、
本
節
で
指
摘
し

た
当
主
の
不
在
と
い
う
要
因
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
（
67
）　
『
毛
利
』
一
九
五

－

二
〇
三
。

　
（
68
）　

前
掲
註
（
13
）
岸
田
著
書
。

　
（
69
）　
「
井
上
文
書
」（『
広
Ⅴ
』
二
、三
）。

　
（
70
）　

前
掲
註
（
４
）
松
浦
論
文
、
五
三
頁
。

　
（
71
）　

前
掲
註
（
４
）
松
浦
論
文
、
五
四
頁
。

　
（
72
）　
『
毛
利
』
三
九
六
。

　
（
73
）　
「
毛
利
家
旧
蔵
文
書　

志
道
家
文
書
」（『
山
２
』
二
）。

　
（
74
）　
『
毛
利
』
二
四
六
。

　
（
75
）　
『
毛
利
』
二
四
七
・
二
四
八
。

　
（
76
）　

大
永
五
年
四
月
七
日
に
は
、
安
芸
国
で
戦
闘
を
お
こ
な
っ
て
い
た
陶

興
房
が
志
道
広
良
と
「
相
談
最
中
ニ
候
」
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
毛
利

氏
の
大
内
方
へ
の
転
向
は
志
道
広
良
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え

る
（「
乃
美
家
文
書
」『
戦
大
』
一
八
二
六
）。
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る
。
首
肯
す
べ
き
見
解
で
あ
り
、
毛
利
「
家
中
」
の
成
立
に
つ
い
て
も
、

毛
利
氏
の
置
か
れ
て
い
た
個
別
の
状
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
慎
重
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
公
益
財
団
法
人
高
梨
学
術
奨
励
基
金
若
手
研
究
助
成

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
（
90
）　
「
右
田
毛
利
家
文
書
」（『
山
３
』
六
〇
な
ど
）、
宛
所
に
天
野
豊
後
守

と
い
う
人
物
が
み
え
、
彼
と
の
や
り
取
り
を
志
道
広
良
が
お
こ
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
91
）　
「
右
田
毛
利
家
文
書
」（『
山
３
』
八
一
な
ど
）。

　
（
92
）　

こ
の
点
に
関
し
て
、
備
後
国
和
智
郷
細
沢
山
合
戦
で
活
躍
し
た
志
道

広
良
の
子
息
と
考
え
ら
れ
る
志
道
大
蔵
大
輔
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）

頃
、
既
に
亡
く
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
（「
萩
藩
閥
閲
録　

志
道

太
郎
右
衛
門
」『
戦
大
』
三
一
三
〇
）。
の
ち
に
み
え
る
志
道
元
保
は
こ

の
志
道
大
蔵
大
輔
の
子
息
と
み
ら
れ
る
。
志
道
元
保
は
系
図
上
（『
閥
』

巻
一
六　

志
道
太
郎
右
衛
門
所
収
）、
天
正
一
〇
年
一
〇
月
二
三
日
に

四
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、

天
文
一
〇
年
代
に
は
、
家
督
を
継
承
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
の
ち
に
「
御
四
人
」
と
し
て
活
動
す
る
志
道
広
良
の
弟
（
次
男

と
も
さ
れ
る
）、
口
羽
通
良
も
天
文
一
二
年
（
一
五
四
三
）
頃
に
石
見

国
口
羽
を
領
有
し
た
と
み
ら
れ
（「
譜
録　

渡
辺
三
郎
左
衛
門
直
」『
広

Ⅴ
』
二
五
）、
高
橋
口
羽
氏
を
継
承
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
文
一
〇

年
代
は
志
道
広
良
の
後
継
者
と
し
て
適
当
な
人
物
が
存
在
し
な
か
っ
た

点
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
93
）　
『
毛
利
』
四
二
六
。

　
（
94
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、拙
稿
「
毛
利
氏
五
人
奉
行
制
の
再
検
討
」（『
日

本
歴
史
』
八
七
一
号
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。

　
（
95
）　

享
禄
五
年
の
家
臣
連
署
起
請
文
に
対
す
る
近
年
の
評
価
と
し
て
、
長

谷
川
博
史
氏
の
次
の
指
摘
は
重
要
と
思
わ
れ
る
（
長
谷
川
博
史
「
国
人

一
揆
と
大
名
家
中
」『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史
』
第
九
巻
中
世
４
、
岩

波
書
店
、
二
〇
一
五
年
、
五
三
頁
）。
長
谷
川
氏
は
、「
当
時
に
お
け
る

毛
利
氏
家
中
の
実
態
的
構
造
が
こ
の
文
書
の
形
式
・
内
容
の
み
に
よ
っ

て
解
明
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
起
請
文
の
成
立
に
よ
っ
て

新
た
な
権
力
構
造
が
生
み
出
さ
れ
た
と
も
即
断
で
き
な
い
」
と
指
摘
す


